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文
明

・
作
法

・
大
陸
旅
行

ジ

ョ
ン
・
ロ

ッ
ク

と
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ

の
対

話
-

は
じ
め
に
-
政
治
と
思
想

の
間
ー

第

一
章

初
期
近
代

イ
ン
グ
ラ

ン
ド
の
大
陸
旅
行
論

第

一
節

ル
ネ
サ
ン
ス
期

の
大
陸
旅
行
論

第

二
節

】
七
世
紀

の
大
陸
旅
行
論

第
二
章

「
文
明
の
作
法
」
ー

ジ

ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
と
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ

の
場
合
ー

第

一
節

ロ
ッ
ク
と
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ

の

「
交
際
」

第

二
節

ロ
ッ
ク
に
お
け
る

「文
明

の
作
法
」
論

第
三
章

「
文
明
の
作
法
」

の
危
機

第

一
節

外
面
と
内
面

の
乖
離

第

二
節

イ

ン
グ

ラ
ン
ド
意
識

の
昂
揚

第
四
章

リ
チ

ャ
ー
ド

・
ハ
ー
ド
の
大
陸
旅
行
論

第
一

節

ハ
ー
ド
の
対
話
編

第

二
節

「
ロ
ッ
ク
」
と

「
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ
」
の
対
話

む
す
び

に
か
え
て

木

村

俊

道
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h
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(
F
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a
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B
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o
o
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n
e
s
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a
n
d
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o
o
d
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e
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s
 
o
f
 
N
a
t
u
r
e
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人
の
相
交
る
は
有
無
相
通
じ
短
長
相
補
ふ
所
以
に
外
な
ら
ず
。
…

人
の
相
交
る
は
互

い
に
礼
あ
る
を
要
す
。
礼
な
る
も

の
は
元
と
乱
を
防
ぐ

の
み
。

好
客
を
敬
し
て
之
を
上
席

に
引
く
固
よ
り
礼

な
り
。
乞
人
を
叱
し

て
之
を
外
庭

に
拒

む
、
亦
た
礼
な
ら
ず
ん
ば
あ
ら
ざ
る
な
り
。
・
:

是
れ
亦
た
交
際

の
礼

に
あ
ら
ず

や
。
要
は
各
々

『我
』
を
保
ち
て
相
乱
れ
ざ

る
に
在
り

(
陸
羯
南

「増
補
再
版
国
際
論
自
序
」
)

は
じ
め
に
-

政
治
と
思
想

の
間
-

本
稿
の
目
的
は
、
初
期
近
代
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
大
陸
旅
行
論
を
検
討
す
る
作
業
を
通
じ
て
、
同
時
代

に
お
け
る

「
文
明
の
作
法
」
の
浸
透

と
衰
退
の
過
程
を
解
明
す
る
こ
と
に
あ
る
。
以
下
で
は
ま
ず
、
議
論

の
導
入
と
し
て
、
「作
法
」
の
政
治
思
想
史
的
な
意
義
を
考
え
て
み
た
い
。

本
稿
で
は
、
「作
法
」
を
、
他
者
と
の
共
存
を
は
か
る
た
め
に
編

み
出
さ
れ
た

一
連

の
行
動
の
「
型
」
で
あ
る
と
仮

定
す
る
。
そ
れ
は
ま
た
、

具
体
的
な
生
活
世
界
の
な
か
で
反
復
実
践
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
日
常
性
と
身
体
性
を
特
徴
と
す
る
。

こ
の
よ
う
な
作
法
の
体

系
は
、

一
般
に
、
秩
序

の
形
成
を
強
く
志
向
す
る
。
し
た
が

っ
て
、
そ
こ
に
権
力
や
支
配
の
契
機
を
看
取
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
作
法
に
よ
る
行
動
の
定
型
化
が
ま
た
、
以
下

の
よ
う
な

「
開
か
れ
た
」
側
面
を
有
す
る
こ
と
も
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

政
治
の
世
界
に
お
い
て
、
確
立
さ
れ
た

一
連

の
作
法
は
、
暴
力
と
感
情
の
噴
出
を
抑
制
す
る
機
能
を
果
た
す
。
そ
れ
は
、
政
治

に
お
け
る

恣
意
性
を
排
除
す
る
。
ま
た
、
行
動
が
様
式
化
さ
れ
、
予
測
可
能
性
が
生
じ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
他
者
の
参
入
も
容

易
に
な
る
。

エ
チ
ケ
ッ

ト
は
チ
ケ
ッ
ト
に
な
る
。
他
方
で
、
政
治
は
高
度
な
作
為

の
世
界
と
な
り
、
常
に
他
者
の
視
線

に
さ
ら
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
ア
ク
タ
ー
に

よ
る
自
覚
的
な
役
割
演
技
が
必
要
と
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。



ヒ

ュ
ー
ム
の
指
摘
に
も
あ
る
よ
う
に
、
政
治
の
世
界
は
ま
た
、
思
想
や
意
見
に
よ

っ
て
成
立
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
良
心
や
信
条
、
教

義
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
し
ば
し
ば
共
約
不
能
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
作
法
は
あ
く
ま
で
も
外
面
的
な
行
動

の
型
で
あ
り
、
内
面
か
ら
は

切
り
離

さ
れ
、
価
値
中
立
的

で
あ
る
。
も

っ
と
も
、
作
法
そ
れ
自
体
も
ま
た
、
特
定

の
思
想
的

・
社
会
的
条
件

の
産
物

で
あ
る
こ
と
も
間
違

い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
作
法
の
共
有
が
、
相
互
の
意
思
の
伝
達
を
容
易
に
し
、
多
様
な
意
見

の
間
に
折
り
合
い
を

つ
け
る

一
つ
の
手
段

で
あ
る

こ
と
も
ま
た
否
定
で
き
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
作
法
は
い
わ
ば
政
治
と
思
想
を
媒
介
し
、
暴
力
と
感
情
を
抑
え
、
日
常
的
な
他
者
と
の
交
際
を
可
能
に
す
る
身
体
的
な
ツ
ー

ル
で
あ

る
。
歴
史
的
に
見
れ
ば
、
た
と
え
ば
N

・
エ
リ
ア
ス
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な

一
連
の
作
法

の
成
立

に
よ

っ
て
、
産
業
化

以
前
に
お
け
る
初
期
近
代

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

「文
明
化
」
が
促
進
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

イ
ン
グ

ラ
ン
ド
の
場
合
、
こ
の

「作
法
」
を
意
味
す
る
語
彙
群
と
し
て
、
c
o
u
r
t
e
s
y
,
 
c
i
v
i
l
i
t
y
,
 
p
o
l
i
t
e
n
e
s
s
,
 
m
a
n
n
e
r
s
,
 
e
t
i
q
u
e
t
t
e

等

が
挙
げ

ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
宮
廷
、
都
市
、
ポ
リ
ス
、
方
法
、
ラ
ベ
ル
を
語
源
と
す
る
。
い
ず
れ
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
、
と
く
に
フ
ラ
ン

ス
か
ら

の
外
来
語
で
あ
る
。
な
か
で
も
、
c
i
v
i
l
i
t
y
 
 
(
c
i
v
i
l
i
t
e
)

は

「文
明
」
と
同
義
で
あ
り
、
産
業
革
命
後
に
定
着
す
る

。
c
i
v
i
l
i
z
a
t
i
o
n

と
対

比
し
た
場
合
、
初
期
近
代
に
お
け
る

「作
法
」
と

「文
明
」
の
連
関
を
鮮
や
か
に
示
し
て
い
る
。
別
稿

で
述

べ
た
よ
う

に
、
と
く
に
ル
ネ
サ

ン
ス
期

に
お
い
て
は
、
イ
タ
リ
ア
や
フ
ラ
ン
ス
な
ど
、
大
陸
の
宮
廷
が
文
明

の
発
信
源
で
あ

っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
辺
境

の
後
進
国
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
で
は
、
カ
ス
テ
ィ
リ
オ
ー
ネ
の

『宮
廷
人
』
や
グ
ア
ッ
ツ
ォ
の

『洗
練
さ
れ
た
交
際
』
、
デ

ッ
ラ
・
カ
ー
サ
の

『ガ
ラ
テ
ー
オ
』
を

は
じ
め
と
す
る
大
陸

の
作
法
書
が
次
々
に
翻
訳
さ
れ
、
少
な
く
と
も

一
八
世
紀

に
至
る
ま
で
受
容
さ
れ
続
け
た
の
で
あ

る
。

本
稿

で
は
以
下
、
初
期
近
代
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
「
文
明
の
作
法
」
(
=
 
c
i
v
i
l
i
t
y
)

を
解
明
す
る
作
業
の

一
環
と
し
て
、
作
法
書

の
伝

統
に
加

え
、
同
時
代

の
大
陸
旅
行
論
に
着
目
す
る
。
こ
の
大
陸
旅
行

(グ
ラ
ン
ド
・
ツ
ア
ー
)
は
、
と
も
す
れ
ば

「英
国
貴
族

の
放
蕩
修
学
旅

行
」
と
し
て
、
そ
の
思
想
史
的
な
意
味
は
看
過
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
大
陸
旅
行
は
同
時
代

に
お
け
る
政
治

エ
リ
ー
ト
教
育
の
仕
上
げ
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
ま
た
、
文
明
の
発
信
源
で
あ
る
大
陸
の
宮
廷
を
巡
る
旅

で
も
あ

っ
た
。
ジ

ェ
ン
ト
ル
マ
ン
の

子
弟
は
、

異
質
な
他
者
と
の
交
際
を
通
じ
て
、
た
ん
に
知
識
や
経
験
を
深
め
る
だ
け
で
な
く
、
「
文
明
の
作
法
」
を
身
体
化
す
る
こ
と
を
期
待

さ
れ
た
。
以
下
本
論
で
は
、
ジ

ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
や
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ

も
加
わ

っ
た
大
陸
旅
行
論
の
展
開
を
追
跡
し
、
初
期
近
代
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に



お
い
て
、
他
者
と
の
共
存
を
可
能

に
す
る
実
践
知
が
培
わ
れ
て
い
た
可
能
性
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
う
え
で
、

こ
の
よ
う
な

「文
明
の
作

法
」

の
衰
退
と
と
も
に
、
新
た
に

「デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
と

「ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
が
歴
史

の
舞
台
に
登
場
し
た
こ
と
を
示
唆
し
た
い
。

第

一
章

初
期
近
代
イ

ン
グ

ラ

ン
ド
の
大
陸
旅
行
論

第

一
節

ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
大
陸
旅
行
論

一
六
世
紀
前
半
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は

一
五
三
四
年
の
国
王
至
上
法

に
よ

っ
て
、

ロ
ー
マ

・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
い
う

「普
遍
」
世
界
か
ら

離
脱

す
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
大
陸
と
の
交
流
が
途
絶
え
る
こ
と
を
意
味
し
な
か
っ
た
。
当
時
の
大
陸
は
文
明

の
中
心
で
あ
り
、
と
く

に
イ

タ
リ
ア
は
ル
ネ
サ
ン
ス
の
燗
熟
期
に
あ

っ
た
。
人
文
主
義
的
教
養

の
修
得
が
不
可
欠
と
さ
れ
た
ジ

ェ
ン
ト
ル
マ
ン
に
と

っ
て
、
古
典
古

代
の
文
化
が
再
生
し
た
大
陸
は
政
治

エ
リ
ー
ト
教
育
の
場

で
あ

っ
た
。
以
下
本
章

で
は
、

ル
ネ
サ
ン
ス
期
か
ら

一
七
世
紀
に
か
け
て
の
大
陸

旅
行
論
を
踏
査
し
、
そ
の
内
容
と
性
格
を
明
ら
か
に
し
て
み
た

い
。

た

と
え
ば
、
ル
ネ
サ
ン
ス
期
を
代
表
す
る
人
文
主
義
者
リ
プ
シ
ウ
ス
は
、

一
五
九
二
年
に
翻
訳
さ
れ
た

『旅
行
者

の
手
引
き
』
の
な
か
で
、

旅
行

の
利
点
と
し
て
、
「知
恵
」
と

「知
識
」
の
獲
得
を
挙
げ
た
。
彼

に
よ
れ
ば
、

ユ
リ
シ
ー
ズ
の
知
恵
、
プ
ラ
ト
ン
や
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
ら
の
知

識
は
、
ま
さ
に
旅
行
の
経
験
を
通
じ
て
こ
そ
得
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
リ
プ

シ
ウ
ス
が
よ
り
重
要
視

し
た
の
は

「
マ
ナ
ー
」

や

「
振
舞

い
」
の
修
得

で
あ

っ
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
旅
行
を
通
じ
て

「わ
れ
わ
れ
の
マ
ナ
ー
を
洗
練
し
、
気
品
を
備

え
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
や

立
場

の
人
々
に
対
し
て
振
舞
う
こ
と
」
は
、
「知
恵
」
や

「知
識
」
を
支
え
る

「柱
」
で
あ

っ
た
。
そ
の
う
え
で
彼
は
、
「偉
大
な
c
i
v
i
l
i
t
y

で
名
高

い
イ
タ
リ
ア
と
フ
ラ
ン
ス
こ
そ
が
、
こ
う
し
た

「
上
品
で
立
派
な
身
の
こ
な
し
、
賢
明
で
優
れ
た
気
持
ち
の
伝
え
方
、
他
者
に
対
す

る
洗
練
さ
れ
た
謙
虚
な
振
舞

い
」
を
学
ぶ
場
と
し
て
相
応
し
い
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

同
時
代

の
宮
廷
人
ト

マ
ス
・ホ
ビ
ー
は
、
以
上
の
よ
う
な

「旅
」
を
実
践
し
た
典
型
的
な
人
物
で
あ

っ
た
。
人
文
主
義
者
ジ

ョ
ン
・チ
ー
ク

に
学
び
、

の
ち
に
在

フ
ラ
ン
ス
大
使
と
な
る
ホ
ビ
ー
は
、
そ
の
生
涯

で
四
度
の
大
陸
旅
行
を
行

っ
た
(
1
5
4
7
8
5
0
1
2

シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ

ル
ク
、

イ
タ

リ
ア
/
5
1
.
5
-
8
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ン
/
5
2
-
3パ
リ
、
ブ
リ

ュ
ッ
セ
ル
/
5
4
-
5イ
タ
リ
ア
)。
彼
は
そ
の
行
程

で
神
学
や
人
文
学
、
へ



ブ

ラ

イ
語

、

ギ

リ

シ

ャ
語

、

イ

タ

リ

ア
語

を

学

び

、

リ

ウ

ィ

ウ

ス

の
記

念

碑

を

訪

れ
、

各

地

の
貴

族

と

交

際

し
、

時

に

は
使

節

の
随

員

と

し

て
海

を
渡

っ
た

。

そ

の

一
つ
の
成

果

と

し

て

、

ホ
ビ

ー

は

パ

リ
滞

在

中

に

カ

ス

テ

イ

リ

オ

ー

ネ

の

『
宮

廷

人

』
の
翻

訳

に
着

手

す

る

。

ホ

ビ

ー

に

よ

れ
ば

、

こ

の

『
宮

廷

人

』

は

「
宮

廷

の
振

舞

い
を

身

に

つ
け

て

交

際

し

、

実

行

し

、

生

活

の
訓

練

を

行

う

た

め

に

必

要

不

可

欠

な
道

具

の
宝

庫

」
で

あ

っ
た
。

と

こ

ろ

が

、

彼

の
観

察

に
よ

れ
ば

、

イ

ン
グ

ラ

ン
ド

は
他

国

と
比

べ
て

文

化

的

に

「
随

分

と
劣

」
っ
て

い
た

。

そ

れ

ゆ

え

に
彼

は

、

一
五

六

一
年

、

す

で

に
各

国

語

に
訳

さ

れ

、

「
あ

ら

ゆ

る

キ

リ

ス

ト
教

国

の
宮

廷

を

長

い

こ

と

う

ろ

つ
き

回

っ
て
」

い
た

『宮

廷

人

』

の
英

訳

版

を
出

版

し

た

の

で
あ

る
。

こ

の

ホ

ビ

ー

を

は

じ

め

と

し

て

、

ル

ネ

サ

ン

ス
期

に
は

、

の

ち

に
大

使

や
使

節

、

顧

問

官

や

議

員

と

な

る

多

く

の
ジ

ェ
ン

ト

ル

マ
ン

が

大

陸

に
渡

っ
た

。

た

と

え

ば

、

エ
ド

ワ

ー

ド

六

世

期

に
枢

密

院

書

記

と

な

る

ウ

ィ
リ

ア

ム

・
ト

マ

ス
が

『
イ

タ

リ

ア
史

』

(
1
5
4
9
)

に
記

し

た

よ

う

に
、

「
多

く

の
外

国

人

」
、

と

く

に

「
貴

族

の
子

弟

や

最

良

の

ジ

ェ
ン

ト

ル

マ

ン
」

が

イ

タ

リ

ア

に
留

学

し

た
。

ト

マ
ス

に

よ

れ

ば

、

以

下

の
よ

う

に
、

当

時

の
イ

タ

リ

ア

は

「
他

の

あ

ら

ゆ

る
国

民

の
な

か

で

、
c
i
v
i
l
i
t
y

が

も

っ
と

も

繁

栄

し

て

い

る
」
と

考

え

ら

れ

た

の

で
あ

る

。

一
般

に
(わ
ず

か
な
都
市
を
除

い
て
)
、
彼
ら
は

マ
ナ
ー
や
接
し
方

に
お
い
て
も
、
そ
の
弁
舌

に
負
け
ず
劣
ら
ず
心
地

よ
い
。
彼
ら
は
誇

り
高
く
、
礼
儀
正
し
く
、

思
慮
が
あ
り
、
そ
の
う
え
威
厳
を
備

え
て
い
る
た
め
、
各

人
が
君
主
の
如
く
育

て
ら
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
え
る
ほ
ど
で
あ
る
。
上
位

の
者

に
は
恭
順

で
、
対

(16
)

等
な
者
に
は
謙
虚
で
あ
り
、
下
位
の
者
に
は
優
し
く
礼
儀
正
し
い
。
外
国
人
に
は
友
好
的
で
、
礼
を
尽
く
し
て
好
意
を
得
よ
う
と
す
る
。

と
こ
ろ
が
、

一
六
世
紀
後
半

の
エ
リ
ザ

ベ
ス
期
以
降

に
な
る
と
、
そ
れ
ま
で
の
イ
タ
リ
ア
賛
美
に
陰
り
が
見
え
始
め
る
。
た
と
え
ば
、

エ

リ
ザ

ベ
ス
の
家
庭
教
師
で
あ

っ
た
人
文
主
義
者

ロ
ジ

ャ
ー
・ア
ス
カ
ム
は
、
『教
師
論
』

(
1
5
7
0
)
の
な
か
で
、
イ
タ
リ
ア
旅
行
が
逆
に
貴
紳

の

子
弟
を
堕
落
さ
せ
、
「イ
タ
リ
ア
化
し
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
(
E
n
g
l
e
s
e
 
I
t
a
l
i
a
n
a
t
o
)

」
を
生
み
出
す
こ
と
を
痛
烈

に
批
判

し
た
。
も

っ
と
も
、

彼
は
カ

ス
テ
イ
リ
オ
ー
ネ
の

『宮
廷
人
』
に
は
高

い
評
価
を
与
え
、
「学
問
に
華
麗
な
動
作
を
加
え
る
」
た
め
に
、
そ
れ
を

「熟
読
し
、
丹
念

に
内
容

を
追
う
こ
と
」
を
勧
め
て
い
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
彼
は
、
「
イ
タ
リ
ア
で
費
や
さ
れ
る
海
外
旅
行

の
三
年
間
」

よ
り
も

『宮
廷
人
』

を

「
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
の
家
の
中

で

一
年
間
」
読
む
ほ
う
が
望
ま
し
い
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ア
ス
カ
ム
の
懸
念
は
、
単

に
イ



タ
リ
ア
の
文
化
的
衰
退
に
由
来
す
る
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
以
下
で
も
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
大
陸

の

「
カ
ト
リ
ッ
ク
」
に
対
す

る
警
戒
感

と
と
も
に
、
強

い

「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
」
意
識

に
根
付

い
て
い
た
点
で
、
以
降
も
続
く
大
陸
旅
行
批
判

の
原
点
を
な
し
て
い
た
の
で

(
?
】
)

あ

る
。

第

一
一節

一
七

世

紀

の
大

陸

旅

行

論

と

は

い
え

、

一
七

世

紀

に

入

っ
て
も

、

と

く

に
内

乱

の
時

期

に

お

い

て

も
大

陸

旅

行

の
習

慣

は
衰

え

る

こ

と

は

な

か

っ
た

。

た

と

え
ば

、

ジ

ェ
イ

ム

ズ

一
世

期

の
顧

問

官

フ

ラ

ン

シ

ス
・
ベ
イ

コ
ン

は

「
旅

行

に

つ

い

て
」

(
1
6
2
5
)

の
な

か

で

、

そ

の
教

育

効

果

を

向

上

さ

せ

る

た

め

に
、

以

下

の
事

柄

を

精

力

的

に
観

察

す

る

必

要

を

改

め

て

主

張

し

た

。

見
物
し
た
り
観
察
し
た
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も

の
は
、
王
侯

の
宮
廷
、
と
く

に
王
侯
が
大
使
を
謁
見
す
る
時
の
宮
廷
、
開
廷

し
て
訴
訟
が
聴
取
さ
れ
る
時

の

法
廷
。
同
じ
く
教
会
の
宗
教
法
廷
、
教
会
や
修
道
院
、
そ
の
な
か

に
残

る
記
念
碑
、
都
市
の
城
壁
や
要
塞
。
さ
ら
に
舟

つ
き
場
や
港
、
旧
跡
や
廃
墟

、
図
書
館
、

大
学
、
開
催
中

の
討
論
会

や
講
義
、
船
舶
や
艦
船

、
大
都
市
近
郊

の
宏
大

な
邸
宅
と
快
適

な
庭
園
、
兵
器
庫

、
兵
器
工
場
、
火
薬
庫
、
両
替
所
、
取
引
所
、
馬
術

の
練
習
。
フ

ェ
ン
シ
ン
グ
。
兵
士

の
訓
練
。
そ
の
他
。
優
れ
た
人
々
が
観

に
行
く
よ
う
な
喜
劇
。
宝
石

や
衣
装

の
陳
列
所
。
貴
重
品
や
珍
品
、
要
す
る

に
訪

れ
る

(22
)

土
地

に
あ

っ
て
記
憶
す

べ
き
あ
ら
ゆ
る
も
の
で
あ
る
。

(
23
)

こ
の

一
七
世
紀
に
は
、
か
つ
て
の
イ
タ
リ
ア
に
代
わ
り
、
ル
イ

一
四
世
と
ヴ

ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
の
フ
ラ
ン
ス
が
文
明
の
中
心
と
な

っ
た
。

こ
う

し
た
な
か
、
た
と
え
ば
ホ
ッ
ブ
ズ
や
ロ
ッ
ク
は
貴
族
の
子
弟

の
家
庭
教
師
や
亡
命
者
と
し
て
大
陸

に
渡
る
。
な

か
で
も
、
大
陸
旅
行

の

(
24
)

案
内
人
を
何
度
と
な
く
務
め
、
他
方
で
亡
命
者
を
支
援

し
て
い
た
の
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
聖
職
者
リ
チ
ャ
ー
ド

・
ラ

ッ
セ
ル
ズ
で
あ

っ
た
。

一
六

七
〇
年
に
パ
リ
で
印
刷
さ
れ
た
彼
の

『
イ
タ
リ
ア
旅
行
』
は
、
「グ
ラ
ン
ド
・
ツ
ア
ー
」
と
い
う
言
葉
を
は
じ
め

て
用
い
た
点
で
、
ま
た
、

以
降

の
大
陸
旅
行
の
標
準
的
な
手
引
き
書
と
な

っ
た
点
で
注
目
さ
れ
る
。

ラ

ッ
セ
ル
ズ
の
見
解

に
よ
れ
ば
、
大
陸
旅
行
の
行
程
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
フ
ラ
ン
ス
経
由
で
イ
タ
リ
ア
に
行
き
、
ド
イ
ツ
や
オ
ラ
ン



ダ

を

通

っ
て

帰

国

す

る

の

で

は

な

く

、

逆

に

フ
ラ

ン

ス

を

最

終

目

的

地

と

す

べ
き

で
あ

っ
た

。

イ

タ

リ

ア

で

は

一
五

、

六

歳

の
頃

に

二
、

三

年

間

滞

在

し

て
外

国

語

を

勉

強

し

、

音

楽

や
絵

画

、

建

築

や

数

学

を

学

ぶ

と

と

も

に
、

数

々

の
宮

廷

を

訪

問

し

て

、

そ

こ

で

の
規

則

や
交

際

の
仕

方

を
身

に

つ
け

る

。

そ

の
後

三

年

間

は

フ
ラ

ン

ス

で

フ

ェ
ン

シ

ン
グ

、

ダ

ン

ス
、

乗

馬

等

の
訓

練

を

行

い
、

地

理

や

歴

史

、

政

治

を

学

ん

で
帰

国

す

る

の
が

理
想

と

さ

れ

た

。

こ

の

よ

う

な

経

験

と
教

育

は

さ

ま

ざ

ま

な
成

果

を

も

た

ら

す

。

世

界

は

「
偉

大

な

書

物

」

で

あ

り

、

「
困

難

」

に
満

ち
、

そ

こ

で

は

「
他

国

の

人

々

と
自

由

に
交

際

す

る

た

め

」

の

「
多

く

の
言

語

」

の
修

得

が

不

可

欠

と

な

る

。

ラ

ッ
セ

ル
ズ

に

よ

れ

ば

、

大

陸

旅

行

の
経

験

者

に

比

べ
る

と

、

同

じ

レ

ベ

ル
で

は

「
誰

も

リ

ウ

イ

ウ

ス
や

カ

エ
サ

ル
、

グ

イ

ッ

チ

ャ

ル
デ

イ

ー
ニ

、

モ

ン

リ

ュ
ッ

ク

を

理
解

す

る

こ

と

は

で

き

な

い
」
。
加

え

て
、
大

陸

旅

行

か

ら

戻

る

と
、
外

の
世

界

を
知

ら

な

い
カ

ン

ト

リ

・
ジ

ェ

ン
ト

ル

マ

ン
と

は

異

な

り

、
下

位

の
者

に
対

し

て

も

「
は

る

か

に
謙

虚

で

洗

練

さ

れ

た

態

度

」
を

取

る

よ

う

に
な

り

、

「
自

分

の

偉

大

さ

に
驕

り

高

ぶ

る

」
こ
と

も
極

端

に
減

る

。

と

く

に

ラ

ッ

セ

ル

ズ

は
、

カ

ス
テ

イ

リ

オ

ー
ネ

や
グ

ア

ッ

ツ

ォ
、
デ

ッ
ラ

・
カ

ー

サ

の

名

前

を

具
体

的

に
挙

げ

な

が

ら

、
次

の

よ

う

に

イ

タ

リ

ア

の

マ
ナ

ー

を

絶

賛

し

た

。

本

稿

の
観

点

か

ら

注

目

す

べ
き

は

、

ラ

ッ

セ

ル
ズ

に
よ

っ
て
、

そ

れ

が

「
ヨ
ー

ロ

ッ

パ
」
に

お

け

る
c
i
v
i
l
i
t
y

の
原

型

で

あ

っ
た

こ

と

が

指

摘

さ

れ

た

点

で
あ

ろ

う

。

彼

ら
の

マ
ナ
ー
に
関
し

て
言
え
ば
、
そ
れ
は
も

っ
と
も
称
賛
さ
れ
る

べ
き
も

の
で
あ
る
。
彼

ら
は
そ
れ
を
書
物
を
通
じ
て
教
え
、
行
為
を
も

っ
て
実
践
し
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
全
体

へ
と
広
め
た

の
で
あ

る
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
は
そ
の
c
i
v
i
l
i
t
y

を
、
宗

教
と
同
じ
く
、
イ
タ
リ
ア
人

に
負

っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
彼
ら
は
外
国
人
が
ど
ん

な
習
慣
を
見
せ
よ
う
と
も
、
決
し
て
面

と
向

か

っ
て
辱

め
る
こ
と
は
な
い
。
た
と
え
、
そ

の
習
慣
の
奇
異
さ
が
イ
タ
リ
ア
人
の
目

に
留
ま
ろ
う
と
も
、
彼

は
決
し

(29
)

て
そ
れ
を
笑
う
た
め
に
口
を
開
か
な
い
だ
ろ
う
。

大
陸

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
標
準

の
c
i
v
i
l
i
t
y

を
修
得
す
る
た
め
の
学
校

で
あ

っ
た
。
内
乱
期
に
フ
ラ
ン
ス
に
亡
命
し
、
王
政

復
古
後
に
大
法
官
と

な

っ
た
ク
ラ
レ
ン
ド
ン
伯
も
ま
た
、
「教
育
に
つ
い
て
の
対
話
」
の
な
か
で
同
様

に
、
大
陸
旅
行

の
利
点
を
強
調
し
た
。
彼

は
登
場
人
物
の
「宮

廷
人
」

や

「兵
士
」
の
口
を
借
り
な
が
ら
、
「
あ
ら
ゆ
る
宮
廷
」
を
巡
る
大
陸
旅
行
の

「偉
大
な
優
れ
た
目
的
」
と
し

て
、
「資
質
や
知
識
を



(罰
)

改

善

」

し
、

「
マ
ナ

ー

や

欠

点

を

修

正

す

る

」

こ

と

を

挙

げ

た
。

そ

の
う

え

で

彼

は
、

大

陸

旅

行

が

「
国

民

特

有

の
悪

徳
(
n
a
t
i
o
n
a
l
 
v
i
c
e
)

」

を

除

去

す

る
効

果

が

あ

る

こ
と

を

次

の
よ

う

に
主

張

し

た

。

滅
多

に
自
覚
さ
れ
な
い
国
民
特
有

の
悪
徳
が
あ

り
、
同
じ
環
境

の
な

か
で
は
決

し
て
除
去

さ
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
不
都
合

や
見
た
目
の
悪

さ
は
、
他

の
国
民

の
生
活

実
践
や
慣
習
を
通
じ
て
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
発
見

さ
れ
、
進

ん
で
回
避
さ
れ
ま
す
。
わ
た
し
は
、
以
前
よ
り
も
身
近

に
行
わ
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
、
こ
の
時
代

に
お

け
る
海
外
旅
行
の
習
慣
が
、
わ
れ
わ
れ
の
振
舞

い
や
態
度

に
現
れ
て
い
た
頑
固
さ
を
と
て
も
和
ら
げ

、
荒

々
し
さ
を
取

り
除

い
た
こ
と
を
貴
方
に
お
伝
え
し
な
け

れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
わ
れ
わ
れ
は
、
以
前

そ
う

で
あ

っ
た
時
代
よ
り
も
、
外
国
人
に
対
し
て
、
ま
た
お
互

い
に
対
し
て
も
、
態
度
が
洗
練
さ
れ
、
礼
儀
正
し
く
な

っ

て
い
る
の
で
す
。
わ
れ
わ
れ
は

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
他

の
ど

の
王
国
に
比

べ
て
も
外
国
人

に
訪
問

さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
、
他
方

で
外
国
人

と
過
ご
す
こ
と
が
ど
う
し

(
31
∀

て
も
必
要
な
た
め
に
、
わ
れ
わ
れ
が
彼
ら
を
訪
問
す
る
こ
と
が
不
可
欠
に
な
る
の
で
す
。

以
上
の
よ
う
に
、

ル
ネ
サ
ン
ス
期
か
ら

一
七
世
紀
の
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
に
お
い
て
、
大
陸
旅
行
は
理
想
的
な
政
治
教
育
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

て
い
た
。
そ
の
目
的
は
、
異
国
を
精
力
的
に
観
察
し
、
人
文
主
義
的
な
教
養
を
深
め
る
こ
と
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
。
貴
紳
の
子
弟

に
は
、

イ
タ
リ
ア
や
フ
ラ
ン
ス
の
宮
廷
や
都
市
を
舞
台

に
、
「
見
知
ら
ぬ
他
者
」
と
交
際
す
る
経
験
を
通
じ
て
、
み
ず

か
ら
の
狭

い
生
活
世
界
を
超
え

た

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」

の
文
明
の
作
法
を
身
体
化
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

第

二
章

「文
明

の
作
法
」
ー

ジ

ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
と

シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ

の
場
合
-

第

一
節

ロ
ッ
ク
と
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ
の

「交
際
」

大
陸
旅
行
を
通
じ
た
文
明
の
作
法
の
受
容
は
以
降
も
続

い
た
。

一
八
世
紀
は

「グ
ラ
ン
ド
・
ツ
ア
ー
の
時
代
」
で
あ

り
、
各
地

の
宮
廷
や
都

(32

∀

市
、
貴
族

の
サ

ロ
ン
な
ど
に
加
え
、
た
と
え
ば
ジ

ュ
ネ
ー
ヴ
近
郊
に
住
む
ヴ

ォ
ル
テ
ー
ル
を
訪
ね
る
こ
と
が
流
行
し
た
。
こ
の
よ
う
な
絶
え

間
な

い

「
巡
礼
」
と

「
回
遊
」
は
、
と
く
に
ジ

ェ
ン
ト
ル
マ
ン
階
層

に
お
い
て
、
国
境
を
超
え
た

「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
」

意
識
を
醸
成
す
る
契
機



に

も

な

っ
た

と

考

え

ら

れ

る

。

し

か

し

な

が

ら

、

他

方

で
、

そ

う

し

た
貴

紳

の
子

弟

が

、

実

際

に

は

「
か

ぶ

れ
者

(
f
o
p
)
」

に
な

っ
て

帰

国

す

る

と

い
う

「
病

弊

」

も

指

摘

さ

れ

て

い
た

。

ア

ス
カ

ム

の
議

論

に
も

見

ら

れ

た

よ
う

に
、

「
パ

リ

の

ム

ッ

シ

ユ
」

(
ミ

ル

ト

ン
)

に
自

国

の

エ
リ

ー

ト
予

備

軍

を

送

り

込

む

「
は

な

は

だ

馬

鹿

げ

た

慣

習

」

(
ア
ダ

ム

・
ス
ミ

ス
)
に
対

す

る

批

判

も

絶

え

る

こ

と

は

な

か

っ
た

の

で
あ

る
。

と

は

い

え
、

す

で

に
示

唆

し

た

よ

う

に
、

大

陸

旅

行

の
是

非

を

め

ぐ

る
論

争

は

、

た

ん

に

「
か

ぶ

れ

者

」

の
実

態

だ

け

に

触

発

さ

れ

た

の

で

は

な

い
。

本

章

以

下

で

も

論

じ

る

よ

う

に
、

そ

こ

に

は

「
文

明

の
作

法

」

の
受

容

を

め

ぐ

る
思

想

的

な

緊

張

と

対

立

が

潜

ん

で

い

た

。

の

ち

に
、

こ

の
論

争

の
象

徴

と

な

っ
た

の
が

ジ

ョ

ン
・
ロ

ッ
ク

と
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ

で

あ

る
。

た

と

え

ば

、

ロ

ッ
ク

は

『教

育

に

つ

い
て

の
考

察

』

の

な

か

で
、

以

下

の
よ

う

な

大

陸

旅

行

批

判

を

展

開

し

た

。

海
外
旅
行
は
教
育

の
仕
事
の
仕
上
げ
で
あ
り
、
紳
士
の
完
成

で
あ
る
と
普
通
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
正
直

に
言

っ
て
、
外
国
旅
行
は
大
き
な
利
益
が
あ
り
ま
す
が
、

通
例
子
供
を
外
国

へ
や
る
の
に
選
ば
れ
る
時
期

は
、
あ

の
利
益
を
物

に
す
る
こ
と
が

】
番
困
難
な
時
期

で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
…
…
も
し
旅
行

に
よ

っ
て
と
き

と
し
て
、
彼

の
目
が
開

か
れ
、
彼

を
用
心
深
く
、
慎
重

に
し
、
表
面
を
超

え
て
物
事
を
見
る
習
慣
を

つ
け
、
礼
儀
正
し
い
、
鄭
重

な
態
度
で
当
た
り
障
り
の
な
い

よ
う

に
身
を
守

っ
て
、
外
国
人
や
あ
ら
ゆ
る
種
類

の
人
た
ち
と
交
際
し
て
、
自
由

に
し
か
も
安
全
に
身
を
保
ち
、
彼

ら
の
好
意
的
な
評
価
を
失

わ
な

い
と

い
う

の

(36
)

で
な
け
れ
ば
、
彼
が
外
国
に
行

っ
て
も
ほ
と
ん
ど
無
駄
で
し
ょ
う

(
2
1
2
2
1
5)。

も

っ
と

も

、

ロ

ッ
ク

の
批

判

は

あ

く

ま

で

も

子

弟

教

育

が

対

象

で
あ

り

、
旅

行

の
教

育

効

果

そ

の

も

の
を

否

定

し

た

訳

で

は

な

い
。
ま

た

、

次

節

で

検

討

す

る

よ

う

に
、

以

上

の

発
言

に
も

か

か

わ

ら

ず

、

ロ

ッ

ク

の
教

育

論

も

ま

た

「
文

明

の

作

法

」

の
文

脈

に
即

し

て

解

釈

す

る

こ

と

が

可

能

で
あ

る

。

こ
れ

に
対

し

て
、

『
諸

相

論

』

(
1
7
1
1
)

の
著

者

で
も

あ

る

第

三

代
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ

伯

も

ま

た

、

ロ

ッ
ク

と

は

異

な

る

立

場

か

ら

「
文

明

の

作

法

」

を

支

持

し

た
。

本

章

で

は

ま

ず

、

両

者

の
議

論

を

検

討

し

、

同

時

代

に

お

け

る

「
文

明

の
作

法

」

論

の
浸

透

を
確

認

し

て

み

た

い
。

よ

く
知

ら

れ

て

い
る

よ

う

に

、

シ

ャ

フ

ツ

ベ
リ

の
幼

年

教

育

に

関

与

し

、

そ

れ

を

監

督

し

た

の

は

ロ

ッ
ク

で
あ

っ
た

。
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ

は

一
六

八

七

年

か

ら

二

年

間

の
大

陸

旅

行

に

出

か
け

た

際

、

オ

ラ

ン
ダ

に
亡

命

中

の

ロ

ッ
ク

を

訪

ね

て

も

い
る

。

と

こ
ろ

が

、

こ

の
よ

う

な
交



際
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
由

・
独
立

・
平
等

の
個
人
を
前
提
に
社
会
契
約
を
説
い
た

(と
さ
れ
る
)
ロ
ッ
ク
に
対
し
て
、
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ
は

逆
に
、
人
間
の
社
会
性
を
前
提

に
「文
明
の
作
法
」
の
必
要
を
主
張
し
た
。
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ
の
『
コ
モ
ン
・セ
ン
ス
』
に
よ
れ
ば
、
人
間
は

「公

共
の
福
祉
と
共
通

の
利
益
に
関
す
る
感
覚
、
共
同
体
や
社
会
に
対
す
る
愛
情
、
慈
愛
の
本
性
、
人
間
性
、
親
切
心
」
を
生
得
的
に
有
し
て
い

る
。
こ
の
「
コ
モ
ン
・セ
ン
ス
」
は
ま
た
、
「人
間
に
共
通
の
諸
権
利
、同
じ
人
類
間
の
自
然
の
平
等

に
対
す
る
正
し

い
感
覚

か
ら
生
じ
る
c
i
v
i
l
i
t
y

の
感
覚
」
で
も
あ

っ
た
。

シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ

は
ま
た
、
以
上
の
よ
う
な
人
間
本
性
観
に
即
し
て
、
自
由
な
交
際
と
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
を
繰
り
返
し
主
張

し
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
「
上
品
さ
(
P
o
l
i
t
e
n
e
s
s
)

は
、
す
べ
て
自
由

に
依
存
す
る
」
。
し
た
が

っ
て
、
「冗
談
の
自

由
、
丁
寧
な
言
葉
で
あ
ら

ゆ
る
疑
問
を
呈
す
る
こ
と
の
自
由
、
論
者
を
攻
撃
せ
ず

に
ど
ん
な
議
論
に
も
検
討
を
加
え
、
異
議
を
唱
え
る
こ
と

の
許
容
」
が
不
可
欠
で
あ

る
。

な
ぜ
な
ら
、
「
わ
れ
わ
れ
は
あ
る
種
の
友
好
的
な
対
立
(
a
m
i
c
a
b
l
e
 
c
o
l
l
i
s
i
o
n
)

を
通
じ
て
相
互
に
切
磋
琢
磨
し
、
尖

っ
た
角
や
粗
い

面
を

滑
ら
か
に
す
る
」
か
ら
で
あ
り
、
こ
れ
を
抑
制
す
れ
ば
人
間

の
相
互
理
解
が
損
な
わ
れ
、
「
c
i
v
i
l
i
t
y

や
行
儀
作
法
、
そ
し
て
思
い
や
り
ま

で
も
」
が

「破
壊
」
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
彼
が
利
己
主
義
的
な
人
間
観
に
立
脚
し
た
ホ
ッ
ブ
ズ
の
哲
学
を

「虐
殺

の
精
神
」
に
満
ち
た

「冷

酷
な
哲
学
」
と
し
て
厳
し
く
批
判
し
た
こ
と
は
不
思
議
で
は
な
い
。
さ
ら

に
、
こ
う
し
た
批
判
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
彼

の
師
で
あ
る
ロ
ッ

ク
に
も
向
け
ら
れ
た
。

し

か
し
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
両
者

の
関
係
が

「友
好
的
な
対
立
」
を
保

っ
て
い
た
こ
と
は
、

一
六
八
七
年

か
ら

一
七
〇
四
年
ま
で
続
い

た
書
簡

の
交
換

に
よ

っ
て
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ

に
よ
れ
ば
、
時
は
ま
さ
に

「洗
練
さ
れ
た
、
上
品
な
、
香
り
高

い
時
代
」

を
迎

え
て
い
た
。
「
こ
こ
で
定
め
ら
れ
た
も
の
、
そ
れ
に
反
す
る
も
の
は
何
で
あ
れ
、
粗
野
で
、
野
蛮

で
、
醜
い
も

の
で
す
。
…
…
良
識
、

マ

ナ
ー
、
喜
び
、
美
徳
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
基
準
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
」

(
1
6
9
4
9
8
)。

こ
の
よ
う
な
文
明
化
の
過
程
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、

彼
は
、
た
と
え
ば

一
六
九
四
年
九
月
二
九
日
付
の
書
簡
の
な
か
で
、
自
ら
の
目
指
す
学
問
が
、
観
念

の
遊
戯

に
陥

っ
て
い
る

「経
験
派
」
や

デ
カ

ル
ト
や
ホ
ッ
ブ
ズ
の
よ
う
な

「体
系
派
」
と
は
異
な
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
す
な
わ
ち
、
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ

に
よ
れ
ば
、
「本
当
の
学
問
」

と
は
、
「自
分
自
身
」
を
知
る
と
と
も
に
、
「す

べ
て
の
人
に
対
し
て
、
彼
ら
が
邪
悪
と
な
り
、
わ
れ
わ
れ
を
傷

つ
け
よ
う
と
も
、
社
交
的
で

(
47
)

良

き

人

に
な

る

こ

と

」
に
あ

る
。

そ

れ

ゆ

え
、

彼

の
学

問

の
目

的

は

「
い

か

に
し

て
、

す

べ

て
を

自

由

に

コ
ミ

ュ

ニ
ケ

ー

ト

さ

せ

る

か
」
、

「
い



か
に
し
て
、
も

っ
と
社
交
的

に
な
り
、
よ
り
深

い
友
人
に
な
る
か
」、
あ
る
い
は

「
い
か
に
し
て
他
者

に
奉
仕
す
る
か
」
と
い
う
点
に
絞
ら
れ

(48
)

た
の
で
あ

る
。

第
二
節

ロ
ッ
ク
に
お
け
る

「文
明
の
作
法
」
論

以
上

の
書
簡

に
対
す
る
ロ
ッ
ク
の
返
信
は
残

っ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
少
な
く
と
も
彼

の
教
育
論
に
限
定
し

た
場
合
、
契
約
論

に

対
す
る

シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ
の
批
判
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ロ
ッ
ク
も
ま
た
、
同
時
代
に
お
け
る

「文
明
の
作
法
」
論
の
伝
統

に
属
し
て
い
た
こ
と

が
理
解

で
き
る
。

た
と
え
ば
彼
は
、
フ
ラ
ン
ス
旅
行
中

に
執
筆
し
た
草
稿

「学
問
に
つ
い
て
」

(
1
6
7
7
)
の
な
か
で
、
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ

と
同
様
、
学
問
と
知
識

の
目
的
が

「実
践
」
と

「
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
、

一
七
〇
三
年
の

「
ジ

エ
ン
ト
ル
マ
ン
の
読
書
と

学
問
に

つ
い
て
の
考
察
」
で
は
、
知
識
改
善

の
目
的
と
し
て
、
「自
己

の
知
識
の
増
加
」
だ
け
で
な
く
、
「他
者
に
知
識
を
伝
達
し
、
教
示
で

き
る
よ
う

に
な
る
こ
と
」
を
挙
げ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
「故
国

へ
の
奉
仕
」
を
天
職
と
す
る
ジ

エ
ン
ト
ル
マ
ン
は
、
と
く
に
、
そ
の
言
動
に
よ

っ

て

「他
者

に
影
響
を
与
え
る
こ
と
」
を
任
務
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
ジ

ェ
ン
ト
ル
マ
ン
が
学
ぶ
べ
き
政
治
学
の
対
象
は
、

彼
の

『統
治
論
』
が
扱

っ
た

「社
会
の
起
源
」
や

「
政
治
権
力

の
発
生
や
範
囲
」
に
限
定
さ
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
歴
史
書
や
法
律
書
、
地

誌
や
年
代
記
、
そ
し
て
旅
行
書
等
か
ら
導
か
れ
る

「統
治
の
技
術
」
が
新
た
に
必
要
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
う
え
で
彼
は
、
「統
治
の
技

術
」
の
構
成
要
素
と
し
て
、
ジ

ェ
ン
ト
ル
マ
ン
に
相
応
し
い

「振
舞
い
」
を
取
り
上
げ
た
。
彼
は
こ
こ
で
、
作
法
書

の
議
論
と
同
様
に

「
人

間
に
関
す

る
知
識
(
K
n
o
w
l
e
d
g
e
 
o
f
 
M
a
n
)

」
の
重
要
性
を
指
摘
し
、
と
く
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の

『修
辞
学
』
や
ラ

・ブ
リ

ュ
イ

エ
ー
ル

の

『カ
ラ

ク
テ
ー
ル
』
を
読
む
こ
と
を
薦
め
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に

「他
者
」
に
対
す
る

「
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
や

「振
舞

い
」
を
志
向
す
る
ロ
ッ
ク
の
議
論
は
、
同
時
代

の
作
法
書
や
教

育
書
の
伝
統
に
即
し
て
こ
そ
理
解
し
得
る
。

ロ
ッ
ク
の
蔵
書
に
は
、
ラ
・ブ
リ

ュ
イ

エ
ー
ル
と
と
も
に
、
カ
ス
テ
ィ
リ
オ
ー
ネ
の

『宮
廷
人
』

を
は
じ
め
と
す
る
作
法
書
も
含
ま
れ
て
い
た
。
な
か
で
も
、
以
下
で
触
れ
る
ウ
ォ
ー
カ
ー
の

『教
育
論
』
は
、

一
六
七

三
年

の
出
版
以
来
、

一
七
世
紀
末
ま
で
に
六
版
を
数
え
た
代
表
的
な
教
育
書

で
あ

っ
た
。
こ
の
ウ
ォ
ー
カ
ー
の
関
心
も
ま
た
実
践
的
で
あ
り
、
「人
間

に
関
す
る
知



識
」
に
加
え
、
と
く
に
ジ

ェ
ン
ト
ル
マ
ン
に
必
要
な

「
活
動
的
生
活

に
お
け
る
ル
ー
ル
と
規
則
」
の
有
用
性
が
強
調

さ
れ
た
。
そ
し
て
、
「都

市
」
や

「宮
廷
」
に
お
い
て
、
あ
る
い
は

「外
国
人
」
と
と
も
に

「活
動
的
生
活
」
を
遂
行
す
る
う
え
で
、
「第

一
に
学
習
さ
れ
、
実
践
さ
れ

な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
」
が
c
i
v
i
l
i
t
y

で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

ウ

ォ
ー
カ
ー
に
よ
れ
ぼ
、
こ
の
c
i
v
i
l
i
t
y

は
以
下

の
三
点
に
存
す
る
。
す
な
わ
ち
、
(1
)
「行
動
や
言
動
に
よ

っ
て
、
他
者
に
対
す
る
ど
ん

な
侮
辱
や
軽
蔑
、
攻
撃
、
あ
る
い
は
軽
視
を
表
に
出
さ
な
い
こ
と
」。
(2
)
「他
者

の
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
善
き
行

い
を
な
し
、
常

に
親
切
で
あ

る
よ

う
心
掛
け
て
い
る
こ
と
」
。

(3
)
「他
者
か
ら
ど
ん
な
侮
辱
や
攻
撃
を
受
け
な

い
こ
と
」
で
あ
る
。
こ
の
c
i
v
i
l
i
t
y

は
、
他
方
で
、
型
通

り
の

「儀
礼
」
や
流
行
の

「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」、
偽
善
的
な

「
お
世
辞
」
と
は
異
な
る
。
そ
れ
は
、
「他
者
の
無
垢
な
気
質
や
、
時
に
は
弱
さ

に
対

し
て
自
分
を
寄
り
添
わ
せ
、
す
べ
て
の
人
に
対
し
て
礼
儀
正
し
く
、
あ
ら
ゆ
る
人
を
裏
表
な
く
誉
め
る
こ
と
」

で
あ
り
、
人
を
結
び
付

け
る

「
世
界
の
も

っ
と
も
強
力
な
磁
石
」
で
あ

っ
た
。

ロ
ッ
ク
も
ま
た
、
『教
育

に
関
す
る
考
察
』
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な

「文
明
の
作
法
」
の
議
論
を
踏
襲
し
た
。
彼

に
よ
れ
ば
、
c
i
v
i
l
i
t
y

と

は
、

ウ
ォ
ー
カ
ー
と
同
様
、
「交
際
に
お
い
て
、
誰
に
向
か

っ
て
も
蔑
視
、
あ
る
い
は
軽
蔑
を
示
さ
な
い
よ
う
留
意
す
る
こ
と
」
に
あ

っ
た
(

1
4
5

)
。

ロ
ッ
ク
は
こ
の
c
i
v
i
l
i
t
y

を
内
面
と
外
面
に
分
け
る
。
す
な
わ
ち
、
「他
人
の
気
持

ち
を
傷

つ
け
ま

い
と
す
る
気
質
」
と
、
「外
見
や
声
、

言
葉
、
動
作
、
身
振
り
、
そ
し
て
あ
ら
ゆ
る
外
的
な
態
度

に
お
け
る
品
の
良
さ
や
優
雅
さ
」
で
あ
る
。
前
者
を
有
し
た
人
物
は

「礼
儀
正
し

い
人
(
C
i
v
i
l
)

」
と
呼
ば
れ
、
後
者
は

「
よ
く
洗
練
さ
れ
た
人
(
W
e
l
l
-
f
a
s
h
i
o
n
'
d
)

」
と
評
さ
れ
る
。
内
面
の
c
i
v
i
l
i
t
y

に
つ
い
て
言
え
ば
、

そ
れ
は
ま
た
、
「あ
ら
ゆ
る
人
び
と
に
対
す
る
善
意
と
尊
敬

の
念
」
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ

っ
て

「人
び
と
に
対
す
る
軽

蔑
、
非
礼
あ
る
い
は
無

視
を
態
度

で
示
さ
な
い
よ
う

に
し
」、
「
そ
の
国
の
流
行

の
風
習
と
方
法
に
従

っ
て
、
そ
の
人
た
ち
の
身
分
、
地
位

に
応
じ
て
、
尊
敬
と
敬
意

を
表

す
よ
う
に
気
を

つ
け
る
こ
と
」
を
意
味
し
た
。
外
面
の
〇
三

洋
《
は

「心
の
内
的
な
c
i
v
i
l
i
t
y

を
表
す
言
語
」
で
あ
り
、
「
わ
れ
わ
れ
の
交

際
相

手
を
く

つ
ろ
が
せ
、
充
分
に
喜
ば
せ
る
」。
こ
の
よ
う
な
c
i
v
i
l
i
t
y

を
身

に
つ
け
た
「礼
儀
正
し

い
人
」
は
、
「
役

に
立

つ
人
よ
り
も
歓
迎

さ
れ
る
」。
し
た
が

っ
て
、
c
i
v
i
l
i
t
y

は
「
ま
ず
第

一
に
、
子
供
た
ち
、
青
年
た
ち
の
習
慣
と
な
る
よ
う
大

い
に
注
意

す
べ
き
も
の
」
で
あ

っ
た

1
4
3

。



第
三
章

「
文
明
の
作
法
」
の
危
機

第

一
節

外
面
と
内
面
の
乖
離

以
上

の
よ
う
に
、
「友
好
的
な
」
対
立
関
係
に
あ

っ
た

ロ
ッ
ク
と
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ

は
、
と
も
に
ル
ネ
サ
ン
ス
以
来
の

「文
明

の
作
法
」
の
伝

統
に
属
し

て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
と
も
す
れ
ば

「
近
代
」
や

「デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」

の
観
点
か
ら
顕
彰
さ
れ
が
ち
な

ロ
ッ
ク
の
歴
史
性
を
示

す

一
つ
の
事
例
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
同
時
に
ま
た
、
ル
ネ
サ
ン
ス
期
以
降

に
お
け
る

「文
明
の
作
法
」
の
浸
透
を
物
語

っ
て
い
る
。

こ
の

よ
う
な

「
コ
モ
ン
・セ
ン
ス
」
を
前
提
に
、
た
と
え
ば
ウ
ォ
ー
カ
ー
は
、
「自
信
に
満
ち
た
美
し
い
振
舞
い
を
生
み
出
し
、
交
際
や
議
論
を
完

全
な
も

の
と
す
る
」
た
め
、
大
陸
旅
行
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、

に
も
か
か
わ
ら
ず

ロ
ッ
ク
が
大
陸
旅
行
批
判

に
転
じ
た
こ
と
は
、
と
く
に

一
八
世
紀
以
降
、
「文
明

の
作
法
」
が
大
き
な
危
機

に
直
面
し

た
こ
と
を
暗
示
す
る
も
の
で
も
あ

っ
た
。
別
稿
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
こ
の

一
八
世
紀
に
は
、
商
業
社
会
化

の
進
展
に
伴

い
、

宮
廷
か
ら

ロ
ン
ド
ン

へ
の
文
明
の
発
信
源
の
移
動
が
見
ら
れ
た
。
た
と
え
ば

『
ス
ペ
ク
テ
イ
タ
ー
』
の
執
筆
者
ア
デ
ィ
ソ
ン
に
よ
れ
ば
、
行

儀
作
法

に

「大
き
な
革
命
的
転
換
」
が
生
じ
た
。
す
な
わ
ち
、

ロ
ン
ド
ン
の

「当
世
風

の
世
界
」
で
は
、
儀
礼
的
な
作
法
で
は
な
く
、
よ
り

「自
由
」
で

「気
軽
な
」
作
法
が
好
ま
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
る

(
n
o
.
1
1
9

)
。
た
し
か
に
、
ク
レ
イ
ン
ら
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

ロ

(67

)

ン
ド
ン
の
コ
ー
ヒ
ー
ハ
ウ
ス
や
ク
ラ
ブ
を
舞
台
と
し
て
、
「上
品
さ
(
p
o
l
i
t
e
n
e
s
s
)

」
が
こ
の
時
代

の
新
た
な
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な

っ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
こ
の
時
代
に

「文
明
の
作
法
」
が
直
面
し
た
も
の
は
、
こ
の
よ
う
な
作
法
の
様
式
に
関
わ
る

「革
命
的
な
転
換
」
に
と
ど
ま
る

も
の
で
は
な
か

っ
た
。
「文
明

の
作
法
」
の
危
機
は
ま
ず
、
個
人
に
お
け
る
内
面
と
外
面
の
乖
離
と
い
う
形
で
表
面
化
し

た
の
で
あ
る
。

ロ
ッ
ク
の
議
論
に
も
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
「文
明
の
作
法
」
は

「他
者
」
を
志
向
し
、
「
外
見
や
声
、
言
葉
、
動
作
、
身
振
り
」
な
ど
の

「外

的
な
態
度

に
お
け
る
品
の
良
さ
や
優
雅
さ
」
が
重
要
視
さ
れ
る
。
し
た
が

っ
て
、
作
法
の
遂
行
に
は
自
覚
的
な
役
割
演
技

が
要
求
さ
れ
る
が
、

そ
れ
は
他
方
で
、
内
的
な
自
己
に
極
度

の
緊
張
を
強
い
る
も
の
で
も
あ

っ
た
。
た
と
え
ば
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ

は
他
者
か
ら
の

「評
価
」

に
極
度

な
ま
で
に
敏
感

で
あ

っ
た
。

ロ
ッ
ク
宛

の
書
簡
の
な
か
に
も
記
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
他
者
か
ら

「
い
か
に
思
わ
れ
て
お
り
、

い
か
に
思
わ

れ
る
で
あ

ろ
う
か
」
と

い
う

の
が
彼
の
主
要
な
関
心
事

で
あ

っ
た

(
1
6
9
4
9
8
)
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
代
償
と
し
て
、
シ

ャ
フ
ツ
ベ
リ
は

「自



己
」
の
存
在
に
疑
問
を
抱
く
こ
と
に
な
る
。
「
わ
た
し
が
保
た
ね
ば
な
ら
な
い
人
格
と
は
何
な
の
か
。

い
か
に
し
た
ら
、
わ
た
し
は
わ
た
し
の

人
格

の
ま
ま
に
動
け
る
の
か
。
わ
た
し
は
誰
な
の
か
？
」
。
彼
は
ノ
ー
ト
の
な
か
に

「自
己

(
s
e
l
f
」
と
題
す
る
項
目

を
設
け
、
こ
の
問
い
を

繰
り
返
し
発
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
、
「洗
練
さ
れ
た
、
上
品
な
、
香
り
高

い
時
代
」
に
お
け
る
人
格
喪
失

の
危
機
に
対
し
て
、
こ
れ
も

ロ
ッ
ク
の
議
論

に
現
れ
て

い
た

「内
的
な
自
己
」
の
契
機
が
、
「
公
的
な
ペ
ル
ソ
ナ
」
と
分
離
さ
れ
る
形
で
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ

ち
、
外
面
的
な

「作
法
」

や

「
上
品
さ
」
と
対
比
さ
れ
る
、
内
面
的
な

「感
性
(
s
e
n
s
i
b
i
l
i
t
y
)

」
や

「情
感
(
s
e
n
t
i
m
e
n
t
)

」
、
「誠
実
さ
(
s
i
n
c
e
r
i
t
y
)

」
の
主
張
で
あ

る
。

の
ち
に
ロ
マ
ン
主
義

へ
と
至
る
、
こ
の
よ
う
な
思
想
的
傾
向
を
端
的

に
表
明
し
た
の
が
J
・J
・
ル
ソ
ー
で
あ
ろ
う
。

ル
ソ
ー
の

「
文
明
社
会
」
に
対
す
る
反
感
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
「文

明
」
の
本
質
を
な
す

「作

法
」
や

「社
交
」
に
対
す
る
嫌
悪
を
伴

っ
て
い
た
。

自
分

一
人

で
い
る
と
き

で
さ
え
精
神
を
統
御

し
え
な

い
わ
た
し
が
、
他
人
と
談
話
す
る
と
き
に
ど
ん
な
か
は
、
想
像
に
ま
か
せ
よ
う
。
談
話
で
う
ま
く
話
を
す
る

た
め
に
は
、

一
時

に
し

か
も
即
座

に
千

の
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
う

ち
少
な
く
と
も

一
つ
は
忘

れ
る
に
違

い
な

い
数
々
の
礼
儀
上

の
約
束
を

思

っ
た
だ
け
で
も
、
け

っ
こ
う
弱
気

に
な

っ
て
し
ま
う
。
ひ
と
は
社
交

の
集

ま
り
な
ど
で
ど
う
し
て
し
ゃ
べ

っ
た
り
で
き
る

の
か
、
わ
た
し
に
は
想
像
も
で
き
な

(
71
)

い
。

…
…

こ
う

い
う
辛
抱
の
で
き
ぬ
拘
束
だ
け
で
も
社
交

は
い
や

に
な
る

(
『告
白
』
)
。

一
そ
う
精
緻
な
研
究
と

一
そ
う
繊
細
な
趣
味

と
が
、
ひ
と
を
よ
ろ
こ
ば
す
術
を
道
徳
律

に
し
て
し
ま

っ
た
今
日
で
は
、
つ
ま
ら
な
く

て
偽
り
の
画

一
さ
が
、
わ
れ

わ
れ
の
習
俗
で
支
配
的
と
な
り
、
あ
ら
ゆ
る
ひ
と
の
精
神

が
、
同

一
の
鋳
型

の
中

に
投
げ

こ
ま
れ
て
し
ま

っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
た
え
ず

お
上
品
さ
が
強
要

さ
れ
、
礼
儀
作
法
が
守
ら
さ
れ
ま
す
。
つ
ね
に
ひ
と
び

と
は
自
己
本
来

の
才
能
で
は
な
く
、
慣
習

に
し
た
が

っ
て
い
ま
す
。
ひ
と
び

と
は
も
は
や
、
あ
え
て
あ
り

(72

)

の
ま
ま

の
姿
を
あ
ら
わ
そ
う
と
は
し
ま
せ
ん

(
『学
問
芸
術
論
』
)
。



第

二
節

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
意
識

の
昂
揚

以
上

の
よ
う
な

「あ
り
の
ま
ま
」
の
内
面

へ
の
回
帰
と
と
も
に
、
「文
明

の
作
法
」
を
脅
か
し
、
大
陸
旅
行
批
判
を
強
め
る
契
機
と
な

っ
た

の
が
、

ル
ネ
サ
ン
ス
期
か
ら
続
く
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
意
識
の
昂
揚
で
あ

っ
た
。
た
と
え
ば
、
す
で
に
紹
介
し
た
ク
ラ
レ
ン
ド
ン
の

「教
育
に
つ

い
て
の
対
話
」
の
な
か
で
、
「宮
廷
人
」
と
は
異
な
り
、
大
陸
旅
行
に
批
判
的
な
立
場
を
鮮
明
に
し
た
の
が

「法
律
家
」
と

「
カ
ン
ト
リ
・ジ

ェ

ン
ト
ル

マ
ン
」
で
あ

っ
た
。

つ
ま
り
、
彼
ら
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
固
有

の

「
コ
モ
ン
・
ロ
ー
」
や
伝
統
的
な

「
カ
ン
ト
リ
」
の
価
値
を
強
調
し

た
う
え

で
、
当
時

の
法
曹
養
成
機
関
で
あ

っ
た
法
学
院
、
も
し
く
は
オ
ッ
ク
ス
ブ
リ

ッ
ジ

に
よ
る
政
治

エ
リ
ー
ト
の
「自

国
で
の
養
成
(
I
n
l
a
n
d

B
r
e
e
d
i
n
g
)

」
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ

に
対
し
て
、
「文
明
の
作
法
」
を
支
持
す
る
論
者
は
、
「イ
ン
グ
ラ
ン
ド
」
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
の
な
い

「普
遍
性
」
を
強
調
し
た
。

た
と
え
ば
、
ウ
ォ
ー
カ
ー
に
よ
れ
ば
、
「
c
i
v
i
l
i
t
y

の
規
則
」
は

「永
遠
に
普
遍
」
で
あ
り
、
「時
代
や
季
節
」
に
よ

っ
て
変
化
す
る

「宮
廷
の

流
行
」
と
は
異
な
る
。
ま
た
、
ゴ
ー
ル
ド
ス
ミ
ス
は

『世
界
の
市
民
』

(
1
7
6
0
-
2

)
の
な
か
で
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
の
商

人
に
宛
て
た
架
空
の

書
簡
を
通
じ
て
、
差
出
人
で
あ
る
中
国
人
に

「儀
礼
は
す
べ
て
の
国
で
異
な
る
が
、
真
の
上
品
さ
は
ど
こ
で
も
同
じ
で
あ
る
」
と
語
ら
せ
た
。

彼
に
よ
れ
ば
、
「見
識

の
あ
る
旅
行
者
」
は
、
「賢
者
は
世
界
中
ど
こ
で
も
品
が
良

い
が
、
愚
者
は
自
国
に
お
い
て
の
み
上
品
で
あ
る
こ
と
」

を

「
た
ち
ど
こ
ろ
に
見
抜
く
」
の
で
あ
る
。
も

っ
と
も
、
他
方

で
、

ロ
ッ
ク
の
議
論
に
も
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
具
体
的

な
作
法
は

「
そ
の
国

の
流
行

の
風
習
と
方
法
」
な
ど
に
応
じ
て
変
化
す
る
こ
と
も
認
識
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
た
と
え
ば
チ

ェ
ス
タ
ー
フ
イ
ー
ル
ド
に

よ
れ
ば

、
行
儀
作
法
は
、
「た
し
か
に
人
や
場
所
、
情
況
に
よ

っ
て
変
化
す
る
」
が
、
そ
れ
は

「
モ
ー
ド
」
の
相
違
で
あ

っ
て
、
「
そ
の
本
質

は
ど
こ
で
も
、
永
遠

に
変
わ
ら
ず
同
じ
な
の
で
あ
る
」。

と
こ
ろ
が
、
以
上
の
よ
う
な

「世
界
の
市
民
」
に
よ
る

「文
明
の
作
法
」
論
は
、
大
陸
旅
行
を
批
判
す
る
側
か
ら
見

れ
ば
、
あ
く
ま
で
も

「
フ
ラ

ン
ス
」寄
り
の
「女
性
的
な
」議
論
で
あ

っ
た
。
ジ

ェ
ラ
ル
ド
・
ニ
ュ
ー
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
反

フ
ラ
ン
ス
感
情

は
、
ジ

ョ
ー

ジ
二
世

治
世
下
の

一
七
五
〇
年
代
に
至

っ
て
本
格
的
に
噴
出
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
実
例
は
次
章
で
検
討
す
る
が
、
以
下
で
は
ま
ず
、
大

陸
旅
行
批
判
の
昂
進
が
、
「イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
自
由
」
を
主
張
す
る
コ
モ
ン
・
ロ
ー
ヤ
ー
や
カ
ン
ト
リ

・
ジ

ェ
ン
ト
ル
マ
ン
の
議
論
に
加
え
、

い
わ
ゆ
る

「共
和
主
義
」
の
伝
統
を
受
け
継

い
だ

「
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
マ
ン
」
の
議
論
に
も
窺
え
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。



こ

こ
で
取
り
上
げ
る
の
は
、

ロ
ッ
ク
の
同
時
代
人

ロ
バ
ー
ト
・
モ
ー
ル
ズ
ワ
ー
ス
の
『デ
ン
マ
ー
ク
論
』

(
1
6
9
4

)
で
あ
る
。
モ
ー
ル
ズ

ワ
ー

ス
は
当
時
、
「
コ
モ
ン
ウ

エ
ル
ス
マ
ン
」
と
呼
ば
れ
た
改
革
派
サ
ー
ク
ル
の
中
心
人
物
で
あ

っ
た
。
彼
の

『デ
ン
マ
ー
ク
論
』
は
、
「自
由
」

が
失

わ
れ
た
デ
ン
マ
ー
ク
の
悲
惨
な
現
状
を
叙
述
し
た
書
物
で
あ
る
。
彼

に
よ
れ
ば
、
デ
ン
マ
ー
ク
は
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
国
家
に
な

っ
た
が

ゆ
え

に
、
逆
説
的
に
、
「隷
属
が
フ
ラ
ン
ス
よ
り
も
絶
対
的
な
形
で
確
立
さ
れ
た
」。
し
か
し
な
が
ら
、
本
稿
が
着
目
す
る
の
は
、
ウ
イ
ッ
グ

政
治
思
想
の
展
開
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
本
文
の
内
容
で
は
な
く
、
そ
の
前
提
と
な
る
彼

の
教
育
論
が
展
開
さ
れ
た
序
文
の
議
論
で
あ
る
。

彼
は
そ
こ
で
、
大
陸
旅
行

の
現
状
を
以
下
の
よ
う
に
強
く
批
判
し
た
。
す
な
わ
ち
、
彼
に
よ
れ
ば
、
貴
族

の
子
弟

は
大
陸
の

「恣
意
的
な
宮

廷
」
に
幻
惑
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
「国
内

の
粗
野
な
自
由
」
よ
り
も

「金
箔
の
奴
隷
」
を
好
む
よ
う
に
な
る
。
さ
ら

に
、
こ
の
よ
う
な

「
か
ぶ

れ
者
」
た
ち
は
、
「新
し

い
外
国
の
モ
ー
ド
」
に
従
わ
な
い

「古

い
型
の
カ
ン
ト
リ

マ
ン
」
と
対
立
す
る
に
至
る
。

も

っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
批
判

に
も
か
か
わ
ら
ず
、

モ
ー
ル
ズ
ワ
ー
ス
は

ロ
ッ
ク
と
同
様
、
旅
行
の
教
育
効
果

そ
の
も
の
を
否
定
し
た
訳

で
は
な
い
。
モ
ー
ル
ズ
ワ
ー
ス
に
と

っ
て
、
旅
行
で
得
ら
れ
る
経
験
や
観
察
は
む
し
ろ

「暴
君
と
い
う
疫
病
に
対

す
る
偉
大
な
解
毒
剤
」
で

(84
)

(85

)

あ

っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、

一
定
の
見
識
さ
え
備
え
て
い
れ
ば
、
「
す
べ
て
の
ジ

ェ
ン
ト
リ
は
海
外
に
出
る
べ
き
」
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼

が
主
張
す
る
旅
行
の
性
質
は
、
文
明
の
摂
取
を
目
的
と
し
た
既
存
の
大
陸
旅
行
と
は
似
て
非
な
る
も
の
で
あ

っ
た
。
た
し
か
に
彼
は
、
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
が

「世
界
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
」
お
り
、
そ
こ
で
の
教
育
が

「あ
ま
り
に
も
自
国
に
縛
ら
れ
す
ぎ
て
い
た
こ
と
」
を
認
め
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
目
的
地
は
、
南

の
大
陸
で
は
な
く
、
「北
方

の
君
主
国
」
で
あ

っ
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、

フ
ラ
ン
ス
や
ス
ペ
イ
ン
、
イ
タ
リ
ア

と
い

っ
た

「洗
練
さ
れ
た
香
り
高

い
国
々
」
は
旅
行
者

の

「目
を
く
ら
ま
せ
る
」
。
こ
れ
に
対
し
て
、
北
方
で
は

「
奴
隷
状
態
を
何
の
装
飾
も

な
し
に
、
あ
り
の
ま
ま
の
色
彩

で
観
察
す
る
」
こ
と
が
で
き
る
。
彼
に
と
っ
て
、
大
陸
は
も
は
や
文
明
の
学
校
で
は
な
か

っ
た
。
彼
に
よ
れ

ば
、
名
誉
革
命
後

の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
国
制
は

「あ
ま
り
に
完
全
で
、
改
善

の
余
地
が
な
い
」
ほ
ど
優
れ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
旅
行

の
目

的
は
逆
に
、
ジ

ェ
ン
ト
ル
マ
ン
に

「世
界
の
奴
隷
化
さ
れ
た
地
域
の
悲
惨
さ
」
を
目
の
当
た
り
に
さ
せ
、
「故
国

の
幸
福
を
愛
す
る
よ
う

に
仕

向
け
る
」
こ
と
に
あ

っ
た
の
で
あ
る
。



第

四
章

リ
チ

ャ
ー
ド

・
ハ
ー
ド

の
大
陸
旅
行
論

第

一
節

ハ
ー
ド
の
対
話
編

以
上

の
よ
う
な
、
「
内
面
」

へ
の
退
行
と

「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
」
意
識

の
昂
揚
に
よ

っ
て
、
「普
遍
的
」
な

「文
明
の
作
法
」
は
危
機
に
瀕
し

た
。
そ
れ
と
同
時

に
、
政
治
教
育
と
し
て
の
古
典
的
な
大
陸
旅
行

の
役
割
も
失
わ
れ
て
い
っ
た
。

一
八
世
紀
に
お
け
る
、
こ
の
よ
う
な
思
想

的
変
化

の
分
水
嶺
を
な
す
の
が
、
以
下
で
紹
介
す
る
リ
チ
ャ
ー
ド

・
ハ
ー
ド
の

『外
国
旅
行
に
つ
い
て
の
対
話
』

(
1
7
6
4
)
で
あ
る
。

ハ
ー
ド
は
ヨ
ー

マ
ン
の
家
庭

の
出
身
で
あ

っ
た
が
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
を
経
て
、
の
ち
に
ジ

ョ
ー
ジ
三
世
の
王
室
付
牧
師
や
皇
太
子
の
教
育

係
、
ウ

ス
タ
ー
の
主
教
等
を
務
め
た
人
物

で
あ
る
。
そ
の

】
方
で
、
彼
は
ア
デ
ィ
ソ
ン
の
著
作
集
を
編
集
す
る
な
ど
、

い
わ
ば
「知

の
世
界
」

の
編
纂

作
業
に
携
わ

っ
た
。

こ
の
ハ
ー
ド
が
当
時
の
知
的
傾
向
を
示
す
典
型
的
な
人
物
で
あ

っ
た
こ
と
は
、

一
七
五
九
年
に
出
版
さ
れ
た
彼

の

『道

徳

・
政
治
対
話
編
』

に
余
す
こ
と
な
く
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
作
品

に
収
録
さ
れ
た
対
話
は
そ
れ
ぞ
れ
、
「対

話
の
マ
ナ
ー
」
「社
交

に
お
け

る
誠
実
さ
」
「隠
退
」
「
エ
リ
ザ
ベ
ス
の
時
代
」
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
国
制
」
を
主
題
と
す
る
。
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
以
上
で
指
摘
し

た
問
題

群

(作
法
、
内
面
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
)
を
扱
う
も
の
で
あ

っ
た
。
さ
ら
に
、
彼
が
六
二
年
に
上
梓
し
た

『騎
士
道
と
ロ
マ
ン
ス
に
関

す
る
書

簡
』
は
、

ロ
マ
ン
主
義

の
先
駆
を
な
す
作
品
で
も
あ

っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
以
下
で
も
論
じ
る
よ
う
に
、

ハ
ー
ド

の
作
品
は
、

一
八
世

紀
の

「
文
明
の
作
法
」
を
め
ぐ
る
論
争

の

「
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
」
を
示
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ハ
ー
ド
が
採
用
し
た
対
話
形
式

は
、
そ
れ
自
体
が
「文
明
の
作
法
」
の
具
体
化
で
あ

っ
た
。
彼
は
「近
代
人
」
に
よ
る
「論
考
」
(
d
i
s
s
e
r
t
a
t
i
o
n
)

と

い
う

「直
接
的
な
方
法
」
で
は
な
く
、
プ
ラ
ト
ン
や
キ
ケ

ロ
と
同
様
に
、
「対
話
」
と
い
う

「古
代
人
」
の

「愉
快
な
形
式
」
を
採
用
し
た

(
1
:
i
v
-
v

)。

ハ
ー
ド
に
よ
れ
ば
、
対
話
に
は

「上
品
さ
」
が
求
め
ら
れ
、
「懐
疑
的
で
、
結
論
を
出
さ
な
い
雰
囲
気
」
が
必
要
と
さ
れ
る

(×
)。

ま
た
、

対
話
に
お
い
て
は
、
「真
理
」
は

「正
式
な
形
で
伝
え
ら
れ
る
」

の
で
は
な
く
、
「
仄
め
か
さ
れ
る
」
。
こ
の
よ
う
な
対
話
の
効
果
は
、

「論
点

の
両
方
の
側
面
を
論
じ
な
が
ら
、
読
者
を
知
ら
ず
知
ら
ず

に
、
真
理
の
あ
る
側
に
引
き
込
む
」
(
x
i)
こ
と
に
あ

っ
た
。

さ
ら

に
彼
は
、
対
話
の
登
場
人
物
と
し
て

「実
在

の
、
良
く
知
ら
れ
た
、
尊
敬
さ
れ
る
」
(
1
:
x
x
x
i
v
)

人
物
を
据
え

る
こ
と
に
よ

っ
て
、

議
論
に

「リ
ア
リ
テ
ィ
」
を
持
た
せ
る
必
要
を
強
調
す
る
。
こ
こ
で
重
要
な

の
は

「も

っ
と
も
ら
し
さ
(
p
r
o
b
a
b
i
l
i
t
y
)

」
で
あ
る
。
彼

に
よ



れ
ば
、
人
間
は

「真
理
に
対
す
る
愛
」
と
と
も
に
、
「騙
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
る
傾
向
」
を
併

せ
持

っ
て
い
る
。
た
し
か
に
、
対
話

の
内
容
は

実
際

と
は
異
な
る
が
、
読
者
は
そ
れ
を

「承
知
」
し
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
逆
に
、
作
者
が
議
論
に
何

の

「技

巧
や
工
夫
」
も
凝
ら
さ
な

か

っ
た
場
合
、
そ
れ
は

「わ
れ
わ
れ
の
理
性
に
対
す
る
、
あ
ま
り
に
も
大
き
な
侮
辱
」
に
な
る
と
さ
え
主
張
さ
れ
た
の
で
あ
る

(
1
 
 
:
 
x
v
i
i
)

。

こ
の
よ
う
な
対
話
作
品
を
通
じ
て
、

ハ
ー
ド
は

「文
明
の
作
法
」
と

「誠
実
さ
」
、
そ
し
て

「
フ
ラ
ン
ス
」
と

「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
」
を
対
比

さ
せ

て
い
く
。
た
と
え
ば
、
「社
交

に
お
け
る
誠
実
さ
」
で
は
、
「
わ
れ
わ
れ
自
身
を
時
間
や
情
況
に
適
応
さ
せ
る

こ
と
」

の
是
非
が
議
論
さ

れ
た

(
1
:
1
)。
対
話
者
の

一
人
に
よ
れ
ば
、
「適
応
」
は

「小
さ
な

コ
モ
ン
・セ
ン
ス
」
で
あ
り
、
「必
要
」
や

「時
」
に
応
じ
て
態
度
を
変
え

る
こ
と
は

「
黄
金
の
美
徳
」
で
あ

っ
た

(
1
4
6)
。
こ
れ
と
は
逆
に
、
「誠
実
さ
」
は

「
柔
軟
さ
に
欠
け
」
、
「あ
ら
ゆ
る
交
際
や
振
舞

い
に
お

い
て
誠
実

で
あ
る
こ
と
」
や

「真
理
に
真
面
目
に
従
う
こ
と
」
は
、
「実
践
に
お
い
て
は
不
可
能
」
と
さ
れ
た

(
4
6
5)。
と
こ
ろ
が
、
た
と

え
ば
別
の
対
話
で
は
、
こ
の
よ
う
な
、
「あ
ら
ゆ
る
c
i
v
i
l
i
t
y

の
洗
練
」
を
体
現
し
た

「
フ
ラ
ン
ス
」
が
強
い
批
判

の
対
象

に
な

っ
た
。
す
な

わ
ち
、
「隠
退

に
つ
い
て
」
の
対
話
者

に
よ
れ
ば
、
そ
こ
で
の

「華
や
か
な
生
活
」
は
、
「心
の
奥
の
感
情
」
に
従
え
ば
、
「空
虚

で
誤
り
で
あ

り
、
欺
瞞

的
で
さ
え
」
あ

っ
た
。
「外
側
は
た
し
か
に
品
が
良

い
」
が

「そ
れ
以
上
に
醜
く
、
憎
む
べ
き
も
の
は
な

い
」。
「す

べ
て
は
野
心
、

策
略
、
そ
し
て
偽
り
」
で
あ
る
。
重
要
な
の
は

「真
理
」
と

「誠
実
さ
」
で
あ
り
、
そ
れ
が
な
け
れ
ば

「会
話
は
単
な
る
言
葉
に
す
ぎ
ず
、

磨
か
れ
た

マ
ナ
ー
は
も

っ
と
も
愚
劣
な
気
取
り
」
に
転
化
す
る
の
で
あ
る

(
7
9
-
8
0

)。

第

二
節

「
ロ
ッ
ク
」
と

「シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ
」
の
対
話

ハ
ー
ド
の

『外
国
旅
行
に
つ
い
て
の
対
話
』
は
、
以
上
の
よ
う
な
思
想
的
な
緊
張
と
対
立
が
も

っ
と
も
鮮
明

に
現
れ
た
作
品
で
あ
る
。
そ

し
て
、

モ
ー
ル
ズ
ワ
ー
ス
を
名
宛
人
に
設
定
し
た
こ
の
対
話
の
な
か
で
、

ハ
ー
ド
が

「実
在
の
、
良
く
知
ら
れ
た
、
尊
敬
さ
れ
る
」
人
物
と

し
て
登
場
さ
せ
た
の
が

「
ロ
ッ
ク
」
と

「
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ

」
で
あ

っ
た

(以
下
、
登
場
人
物
の
ロ
ッ
ク
と
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ

を
指
す
場
合
、
人

名
に

「

」
を

つ
け
る
)
。

こ
の
対
話
の
な
か
で
、
「
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ
」
は
大
陸
旅
行
を
強
く
支
持
す
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
大
陸
旅
行
は

「教

育
に
お
い
て
も

っ
と
も
重

要
で
本
質
的
な
部
分
」
で
あ

っ
た

(
3
3
2
)。
彼
は
と
く
に
、
「社
交
や

一
般
の
交
際
」
に
よ

っ
て
得
ら
れ
る

「世
界

の
知
識
(
k
n
o
w
l
e
d
g
e
 
o
f



t
h
e
 
w
o
r
l
d
)

」
の
必
要
を
強
調
す
る
。
そ
れ
は
、
あ
ら
ゆ
る
学
問
を
統
括
す
る

「
マ
ス
タ
ー
・サ
イ
エ
ン
ス
」
で
あ
り
、

「精
神
を
拡
げ
、
同

時

に
ま
た
、
頑
固
で
悪
質
な
あ
ら
ゆ
る
偏
見
を
矯
正
す
る
」
(
2
8
.
4
7

)
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
壁
を
巡
ら
し
、
狭

い
地
域
に
閉
じ
篭

っ
た
」
「孤

独
な
隠
退
生
活
」
は

「野
蛮
(
S
a
v
a
g
e
)

」
そ
の
も
の
で
あ

っ
た
。
さ
ら
に
彼
は
、
「土
着
の
野
蛮
(
n
a
t
i
v
e
 
b
a
r
b
a
r
i
s
m
)

」
を
強
く
批
判
す

る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
「
人
間
の
集
団
」
は
、
「
も
し
仮
に

一
つ
の
領
域

に
閉
じ
込
め
ら
れ
、
同

一
の
政
治
的
枠
組
み
の
影
響
下
で

一
緒
に
密
着
」

し
て
い
れ
ば
、
「容
易

に

一
体
化
」
し
、
「
同

一
の
感
情
や
意
見
に
走
り
」
、
や
が
て

「
画

一
的
な
性
格
を
示
す
よ
う
に
な
る
」。
し
た
が

っ
て
、

こ
れ
ら
の

「地
域
的
な
偏
見
」
は
、
「よ
り
社
交
的
な
習
慣
」
や

「
ず

っ
と
幅
広
く
、
よ
り
徹
底
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
経
験
」
に
よ

っ

て

「緩
和

さ
れ
る
」
必
要
が
あ

っ
た

(
1
.
2
8
-
3
0

)。

こ
う
し

て

「
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ

」
は
、
「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
」
の
文
明
を
基
準
に
し
て

「イ
ン
グ
ラ
ン
ド
」
を
具
体
的
な
批
判

の
対
象

に
据
え
た
。

す
な
わ
ち
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は

「そ
こ
に
住
む
人
々
の
c
i
v
i
l
i
t
y

で
名
が
知
れ
る
こ
と
は
決
し
て
な
か

っ
た
」
の
で
あ
り
、
む
し
ろ

「未
だ
に

他

の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
か
ら
、
尊
大
で
、
田
舎
者
で
、
非
社
交
的
と
思
わ
れ
て
い
る
」
の
で
あ
る

(
3
：
3
3

)。

以
上
の
議
論
は
、
実
際

の
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ

の
主
張
と
も
符
合
す
る
。
彼

の

『諸
相
論
』
に
よ
れ
ば
、
「
わ
れ
わ
れ
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
人
々
な

か
で
最
後

の
最
後
ま
で
野
蛮

で
あ
り
、
も

っ
と
も
最
近
に
な

っ
て
文
明
化
さ
れ
、
洗
練
さ
れ
た
」
存
在
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
ま
た
、

ロ
ー

マ

人
や
ノ
ル

マ
ン
人
に
よ
る
過
去

の
征
服

に
よ

っ
て

「技
芸
や
洗
練
さ
れ
た
嗜

み
」
が

「海
外
か
ら
」
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
も

「認
め
な
く
て

は
な
ら
な

い
」
。
そ
れ
ら
の
文
芸
は
、
大
陸

の
「宮
廷
や
国
家
、
ア
カ
デ
ミ
ー
、
そ
し
て
機
知
や

マ
ナ
ー
を
生

み
出
し
た
異
国
の
場
所
」
か
ら

「遠
路
は
る
ば
る
」
や

っ
て
来
た

「
お
下
が
り
の
お
下
が
り
」
で
あ

っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
教
育
方
針
は
、
「
で
き
る
限

り
外
を
見
ず
、
わ
れ
わ
れ
の
視
野
を
狭

い
範
囲
に
と
ど
め
、
自
国
の
も
の
で
な

い
す
べ
て
の
知
識
や
学
問
、

マ
ナ
ー
を
軽
蔑
す
る
こ
と
」
に

あ

っ
た
。

そ
れ
ゆ
え
、
「わ
れ
わ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
が
故
郷
(
h
o
m
e
)
と
呼
ぶ
地
域
か
ら
遠
く
離
れ
る
よ
う
骨
を
折
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。

彼
に
よ
れ
ば
、
「偉
大
な
人
物
は
常

に
旅
人
で
あ

っ
た
」

の
で
あ
り
、
「世
界
と
の
交
際
」
に
よ

っ
て
こ
そ

「本
当
の
優

れ
た
ジ

ェ
ン
ト
ル
マ

ン
」
が
育

つ
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
登
場
人
物
の

「
ロ
ッ
ク
」
は
逆
に
、
大
陸
旅
行
を
徹
底
的

に
批
判
す
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
教
育

の
目
的
は

「知
性
を
形
成
し
、

内
面
を
規
律
す
る
こ
と
」
に
あ

っ
た

(
3
：
6
7

)
。
こ
れ
に
対
し
て
、
大
陸
旅
行
は

「時
間

の
浪
費
」
で
あ
り
、
「
精
神
の
散

漫
」
を
も
た
ら
す
。



旅

行

で
得

ら

れ

る

も

の

は

、

上

辺

だ

け

の
礼

儀

作

法

や

自

国

で

は
使

わ

な

い
外

国

語

な

ど

、

「
な

く

て

も

よ

い
」
も

の
ば

か

り

で
あ

る

。

そ

れ

ど

こ

ろ

か
、

大

陸

帰

り

の
若

者

は

「
女

性

化

」

し

、

「
か

ぶ

れ

者

」

に
堕

落

し

て

し

ま

う

(
7
4
-
8
1
.
9
6

)
。

さ

ら

に

、

「
こ

の
よ

う

に
獲

得

し

た

c
i
v
i
l
i
t
y

の
高

い
代

償

」
と

し

て

「無

宗

教

」

と

「
無

神

論

」
を

招

く

危

険

も

大

き

い

(
1
7)。

し

た

が

っ
て
、

大

陸

旅

行

は

「
不

十

分

」

か

つ

「
不

適

切

」

で

あ

り

、

要

す

る

に

「
最

悪

」

の
教

育

で
あ

っ
た

の

で
あ

る

(
9
6
.
8
1
)
。

「
ロ

ッ
ク

」

は

さ

ら

に
、

以

上

の

よ

う

な

大

陸

旅

行

批

判

の
型

を

踏

襲

し

た

う

え

で
、

「
イ

ン
グ

ラ

ン
ド

」

に
固

有

の
価

値

を

強

調

し

た

。

彼

が

理

想

と

す

る

の

は
、

「
世

界

の
市

民

」

で

は

な

く
、

あ

く

ま

で

も

「
イ

ン
グ

ラ

ン

ド

の
市

民

」

で

あ

っ
た

。

こ

の

「
イ

ン
グ

ラ

ン
ド

の
市

民

」

は

、

「
故

国

に
対

す

る

義

務

」

を

担

い
、

「
徳

と

宗

教

の

原

則

」

を

守

り

、

「
公

共

善

」

を

目

的

に
掲

げ

、

「
国

制

に

対

す

る
崇

敬

の
念

」

を
抱

く

(
3
：
6
9
-
7
0

)
。

そ

の

う

え

で

「
ロ

ッ
ク

」

は

、

「
ヨ
ー

ロ

ッ
パ
」

の
宮

廷

を

発

信

源

と

す

る

「
文

明

の
作

法

」

が

「
絶

対

的

」

な

君

主

国

の
所

産

で

あ

る

こ

と

を
指

摘

し

、

そ

れ

が

「
イ

ン
グ

ラ

ン
ド

」

の

「
自

由

」

と

は

相

容

れ

な

い

こ

と
を

以

下

の

よ

う

に
主

張

し

た

。

そ
れ
ぞ
れ
の
国
家

の

マ
ナ
ー
は
そ
れ
ぞ
れ

に
特
有

で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
最
も
良
く
適
合
し
ま
す
。
大
陸
で
広

ま

っ
て
い
る
c
i
v
i
l
i
t
y

は
、
わ
れ
わ
れ

の
c
i
v
i
l
i
t
y

に
比

べ
て
よ
く
研
究

さ
れ
、
優
美

で
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
だ

か
ら
と

い
っ
て
優
先
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
陸

の
洗
練
は
、
そ
れ

に
対
応

す
る
政
体

か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。
…
…

ヨ
ー

ロ
ッ
パ

の
よ
り
絶
対
的
な
君
主
国

に
お

い
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
人
は
宮
廷
人
で
す
。
わ
れ
わ
れ

の
、
よ
り

自
由
な
君
主
国
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
人
は
市
民

で
あ
る

べ
き
で
す
。
立
居
振
舞

い
や
灰
め
か
し
の
技
術
は
フ
ラ
ン
ス
で
流
行
ら
せ
ま
し
ょ
う
。
…
…
し
か
し
、
こ
こ

で
は
も

っ
と
男
性
的

な
気
質
を
広
め
ま
し

ょ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
、
追
従
す
る
の
で
は
な
く
、
奉
仕
す

べ
き
君
主
を
戴

い
て
い
る
の
で
す
。
わ
れ
わ
れ
は
、
飾
り
立

て
る
宮
廷

で
は
な
く
、
抱
擁
す

べ
き
故
国
(
c
o
u
n
t
r
y
)

を
有
し
て

い
る
の
で
す

(一お
)
。

し

た

が

っ
て

、

「
ロ

ッ

ク
」

は

、

宮

廷

的

な

「
上

品

さ

」

の
価

値

を

斥

け
、

「
自

由

」

な

イ

ン
グ

ラ

ン

ド
市

民

が

「
朴

訥

」

で

「
粗

野

」

で

あ

る

こ

と

を
肯

定

す

る

(
3
1
5
0
)
。

彼

に

よ

れ

ば

、

「
ま

さ

し

く

偉

大

な

人

物

は

誰

も

、

世

界

が

そ

う

呼

ぶ

よ

う

に
、

完

全

に
上

品

で

あ

っ
た

こ

と

は
な

い
」
。

ま

た

、
「
一
般

人

」

で
あ

っ
て

も

「
マ
ナ

ー

や

優

雅

さ

に
過

剰

に

こ
だ

わ

る

こ
と

」

は

「
有

害

」

で
あ

り
、

「
こ

の
自

由

な

国

家

で
義

務

を

果

た

す

た

め

に
実

務

家
(
m
a
n
 
o
f
 
b
u
s
i
n
e
s
s
)

が

必

要

と

す

る

精

神

力

や

活

気

を

砕

い

て
し

ま

う

」

(
1
0
4
-
5
)
。

彼

に
と

っ
て



重
要
な

の
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

「文
明
の
作
法
」
よ
り
も
、
「男
性
的
」
な

「公
共
精
神
」
で
あ
り
、
「素
朴
で
高
潔
な
人
格
(
u
n
p
o
l
i
s
h
e
d

i
n
t
e
g
r
i
t
y
)

」
で
あ

っ
た
の
で
あ
る

(
1
5
0
)。

む
す
び

に
か
え

て

シ
ェ
ル
ド
ン
・ウ
ォ
リ
ン
に
よ
れ
ば
、
「
理
論
」
を
意
味
す
る
ギ
リ
シ
ャ
語
t
h
e
o
r
i
a

は
、
「異
国
を
見
物
す
る
」
こ
と
、
あ
る
い
は

「
さ
ま

ざ
ま
に
異
な

っ
た
制
度
や
価
値
観
を
観
察
す
る
た
め
に
、
長
旅
に
出
る
こ
と
」
を
意
味
し
て
い
た
。
初
期
近
代
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
の
大
陸
旅
行

は
、
こ

の
よ
う
な

「
地
平
の
拡
大
」
を
促
進
す
る
の
み
な
ら
ず
、
同
時
代
に
お
け
る
政
治
エ
リ
ー
ト
教
育
の
仕
上
げ
と
し
て
、
大
陸
に
お
け

る

「文

明
の
作
法
」
を
身
体
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
「文
明
の
作
法
」
は
、
た
ん
に
作
法
書
を
受
容
す
る
だ
け
で
な
く
、
「文
明
」

の

発
信
源

で
あ
る

「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
」

の
宮
廷
を
実
際
に
回
遊
す
る
こ
と
を
通
じ
て
培
わ
れ
る

「実
践
知
」
、
あ
る
い
は

「
コ
モ
ン
・
セ
ン
ス
」
で

あ

っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
大
陸
旅
行
は
そ
の
実
態
だ
け
で
は
な
く
、
思
想
的
な
側
面
か
ら
も
次
第
に
強

い
批
判
を
浴
び
る
よ
う
に
な

っ
た
。
カ
ト
リ

ッ

ク
に
対

す
る
伝
統
的
な
反
感
に
加
え
、
と
く
に

一
八
世
紀

の
ロ
マ
ン
主
義
に
至
る
流
れ
の
な
か
で
、
「文
明

の
作
法
」
の
妥
当
性
そ
の
も
の
が

強
く
問

い
直
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
ル
ソ
ー
に
代
表
さ
れ
る

「誠
実
さ
」
や

「感
性
」
と
い
っ
た

「
あ
り
の
ま
ま
の
」
自
分
の
主
張
や
、

モ
ー
ル
ズ

ワ
ー
ス
に
も
見
ら
れ
た

「イ
ン
グ
ラ
ン
ド
」
意
識
の
昂
揚
は
そ
の
代
表
的
な
例
で
あ
る
。

ハ
ー
ド
の
対
話
編
、
と
く
に
『外
国
旅
行
に
つ
い
て
の
対
話
』
は
、
以
上
の
よ
う
な
論
争

の
型
を
典
型
的
に
示
し
た
作
品
で
あ

っ
た
。
も

っ

と
も
、

そ
の
登
場
人
物
で
あ

っ
た

「
ロ
ッ
ク
」
と

「
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ
」
は
、
実
際
の
ロ
ッ
ク
の
教
育
論

(お
よ
び
彼

の
知
的
営
為
の
総
体
)

や
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ

の
内
的
葛
藤
ま
で
も
正
確

に
再
現
し
た
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
逆

に
、
同
時
代

の
「
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
」

を
端
的

に
示
し
た
作
品
で
あ
る
と
も
言
え
よ
う
。
そ
れ
は
ま
た
、
「
ロ
ッ
ク
」
が

「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
」
の
偶
像
と
し
て
、

い
わ
ば

「神
話
化
」

さ
れ
る
過

程
を
も
物
語

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

他
方

で
、
こ
の
時
代

の
旅
行
に
関
し
て
言
え
ば
、
古
典
的
な
大
陸
旅
行
に
対
す
る
批
判

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
旅
行
者

自
体
の
数
は
増
加
傾



向
に
あ

っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
性
格
は
、

一
八
世
紀
後
半
以
降
、
と
く
に
産
業
革
命
と
フ
ラ
ン
ス
革
命
を
経

た
後

に

一
変
す
る
。
「
異

質
な
他
者
」
と
交
際
す
る
た
め
の
旅
行
は
、
中
産
階
層
を
中
心
と
し
た
消
費
と
娯
楽
の
対
象

に
転
化
し
た
。
同
時

に
ま
た
、
交
通
機
関
も
馬

車
か
ら
汽
車

へ
と
様
変
わ
り
し
、
情
報
の
伝
達
手
段
も
、
か
つ
て
の
上
品
な
交
際
や
会
話
、
紹
介
状
で
は
な
く
、
新
聞
や
雑
誌
、
ガ
イ
ド
ブ

ッ

ク
な

ど
の
活
字
媒
体
が
主
流
と
な
る
。

こ
の
よ
う
な
、
「近
代
」
に
お
け
る

か
ら

へ
の
移
行

の
過
程
で
、
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
」
(も
し
く
は

「ブ
リ
テ
ン
」)

と
い
う

「
想
像
の
共
同
体
」
が
形
作
ら
れ
る
。
「
ロ
ッ
ク
」
の
議
論
に
も
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
と
く
に
名
誉
革
命
以
降
、
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
」

の

「自
由
」
や

「公
共
精
神
」
の
伝
統
が
強
調
さ
れ
る
と
と
も
に
、
ジ

ェ
ン
ト
ル
マ
ン
の
子
弟

に
よ
る

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」

へ
の

「巡
礼
」
の

道
が
閉
ざ
さ
れ
て
い
く
。
こ
の
新
た
な
時
代

の

「イ
ン
グ
ラ
ン
ド
」
は
、
た
と
え
ば
カ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
「す
べ
て
知

り
合

っ
た
初
め
に
は
冷

淡
で
、
見
知
ら
ぬ
人
に
は
無
関
心
」
で
あ

っ
た
。
こ
う
し
て
、
ル
ネ
サ
ン
ス
期
か
ら
続

い
た

「他
者
」
と
の
交
際

を
可
能
に
す
る

「文
明
の

(
99
)

(㎜

)

作
法
」
の
衰
退
と
と
も
に
、
新
た
に

「デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
と

「ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
の
時
代
が
到
来
す
る
の
で
あ

る
。

註
(
1
)

も

っ
と
も
、
決
闘

の
例

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
作
法

は
必
ず
し
も
暴
力
を
否
定
す
る
も

の
で
は
な

い
。

し
か
し
な
が
ら
、
作
法
は
実
定
法

と
異
な
り
、
そ

の
サ

ン
ク
シ
ョ
ン

は
も

っ
ぱ

ら
評
価

や
評
判

で
あ
り
、
公
的
な
物
理
的
強
制
力
の
発
動
を

一
般

に
要
請
し
な
い
。

(
2
)

Ω

・
熊
倉
功
夫

『文
化

と
し
て
の
マ
ナ
ー
』
岩
波
書
店
、

一
九
九
九
年
。
v
i
i
i
-
x

、

二
五

四
頁
。

(
3
)

ノ
ル
ベ
ル
ト

・
エ
リ
ア
ス

『文
明
化
の
過
程

(上

・
下
)』
中
村
元
保
、
吉

田
正
勝
、
波

田
節
夫
他
訳
、
法
政
大
学
出
版
局
、

一
九
七
七
、
七
八
年
。
同

『宮

廷
社
会
』
波

田
節
夫
、
中
埜
芳
之
、
吉
田
正
勝
訳
、
法
政
大
学
出
版
局
、

一
九
八

一
年
。

こ

の

に
関

す
る
歴
史
研
究

と
し

て
、

civility
civilization

C
f. M

arkku 
Peltonen, 

T
he 

D
uel 

in 
E

arly

M
odern 

E
ngland: 

C
ivility, Politeness 

and 
H

onour 
(C

am
bridge,  

2003)  .

A
nna 

B
ryson, 

From
 

C
ourtesy to C

ivility: C
hanging 

C
odes of 

C
onduct 

in E
arly 

M
odern

E
ngland 

(O
xford, 

1998) ; `T
he 

R
hetoric 

of Status: 
G

esture, 
D

em
eanour 

and the 
Im

age 
of the 

G
entlem

an 
in 

Sixteenth 
and 

Seventeenth-C
entury 

E
ngland', 

in L
ucy 

G
ent 

and 
N

igel 
L

lew
ellyn 

eds., R
enaissance 

B
odies: 

T
he 

H
um

an 
Figure 

in E
nglish 

C
ulture 

c. 1540-1660 
(L

ondon, 
1990), pp. 

136-53; Peter 
B

urke, 
B

rian 
H

arrison, 
and 

Paul 
Slack 

eds., 
C

ivil H
istories: 

E
ssays 

presented 
to Sir 

K
eith 

T
hom

as 
(C

am
bridge, 

2000) .



(5
)

木
村
俊
道

「宮

廷
か
ら
文
明
社
会

へ
1

初
期
近
代
ブ
リ
テ
ン
に
お
け
る

『
文
明
』
と

『作
法
』
」
、
『政
治
研
究
』

(九
州
大
学
政
治
研
究
会

)、
第
五
〇
号

(二
〇
〇
三
年
)、

一
五
-

四
三
頁
。

(6
)

に
よ
れ
ば
、
こ
の
大
陸
旅
行

は
以
下

の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
主
要
な
都
市
や
見
所
を
め
ぐ

る
旅
。
以

前

は
、
良
家
の
生
ま
れ
か
、
あ
る

い
は
裕
福
な
家
の
子
弟

の
教
育

に
不
可
欠
と
考

え
ら
れ
て

い
た
」
。
本
稿
も
、
こ
の
よ
う
な
意
味
で

の
、
ジ

ェ
ン
ト
ル
マ
ン

教
育

と
し
て
の
大
陸
旅
行
を
対
象

と
す
る
。
な
お
、
ジ

ェ
ン
ト
ル
マ
ン
層

以
外
も
含
め
て
い
る
が
、

一
五

四
七
年
か
ら

一
八
四
〇
年

ま
で
の
旅
行
記
を
サ

ン

プ

ル
と
し
た
大
陸
旅
行

の
統
計
的
な
分
析
と
し
て
、

(7
)

本
城
靖
久

『グ
ラ

ン
ド
・
ツ
ア
ー
1
英
国
貴
族
の
放
蕩
修
学
旅
行
』
中
公
文
庫
、

一
九
九

四
年
。

た
だ
し
、

一
九

八
三
年
の
中
公
新
書
版
で
は
、
副
題
は

「良
き
時
代
の
良
き
旅
」
と
な

っ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
書
物
自
体
は
グ

ラ
ン
ド
・
ツ
ア
ー
に
つ
い
て
の
格
好
の
入
門
書
で
あ
る
。

(8
)

一
六

世
紀

の
大

陸

旅
行

に

つ
い

て
は

、

ま
た
、

ヘ
ロ
ン
に
よ
れ
ば
、
旅
行

は

「
他
者
」
を
必
要

と
す

る

「人
間

の
本
性
」

に
適

し
た
も

の
で
あ

っ
た
。

ホ

ビ

ー

に

つ
い

て
は
、

次

註

に
挙
げ

た

文

献

の

に

よ

る

の
他

に
、

ト

マ
ス

に

つ
い

て
は

、

の
他

に
、

ち

な

み

に
、

ト

マ
ス

は

一
五

四

八
年

一
月

、

イ

タ

リ

ア

か
ら
戻

る
途

中

、

シ

ュ

ト

ラ

ス
ブ

ル

ク

で
ホ

ビ

ー

と
出

会

っ
て

い
る
。

(G
rand 

T
our)

John 
T

ow
ner,  

`T
he 

G
rand 

T
our: 

A
 

K
ey 

Phase 
in the 

H
istory 

of 
T

ourism
', 

A
nnals

of 
T

ourism
 

R
esearch 

12 (1985), pp. 297-333.

E
dw

ard 
C

haney, 
T

he 
E

volution 
of 

the 
G

rand 
T

our 
(L

ondon, 
1998) ; K

enneth 
C

harlton,

E
ducation 

in R
enaissance 

E
ngland 

(L
ondon, 

1965) , pp. 215-26.

Justus 
L

ipsius, A
 D

irection 
for 

T
ravailers, 

[tr. Sir 
E

dw
ard 

Stradling] 
(L

ondon, 
1592) , B

lr 
B

4r. 

Ibid., 
C

1r

Ibid., 
C

l,° 
B

4r.
H

aly 
H

eron, 
T

he

K
ayes 

of C
ounsaile: 

A
 N

ew
e D

iscourse 
of M

orall 
Philosophic, 

ed., V
. B

. H
eltzel 

(L
ondon, 

1579; L
iverpool, 

1954) , p. 63.

T
hom

as 
H

oby, 
`A

 
B

ooke 
of 

the 
T

ravaile 
and 

L
ife 

of 
m

e 
T

hom
as 

H
oby', 

ed., 
E

dgar 
Pow

ell, 
in 

T
he 

C
am

den 
M

iscellany, 
vol.

10 (L
ondon, 

1902) .
Introduction

C
haney, 

T
he E

volution 
of 

the

G
rand 

T
our, 

esp., 
pp. 

62-6.

B
aldassare 

C
astiglione, 

T
he B

ook of the C
ourtier, 

tr., 
Sir T

hom
as 

H
oby, intro., 

W
alter 

R
aleigh 

(1900; N
Y

, 1967) , pp. 7, 8,

5.

W
illiam

 
T

hom
as, 

T
he H

istory 
of Italy, ed., G

. B
. Parks 

(1549; Ithaca, 
1963) , p. 10.

Parks
Introduction

C
haney, 

T
he E

volution 
of the G

rand 
T

our, pp. 70-6.

H
oby, 

`A
 

B
ooke 

of 
the 

T
ravaile', 

p. 
4.

T
hom

as, 
T

he H
istory 

of Italy, p. 3. 

Ibid., 
p. 12.



(
17
)

た

と

え
ば

、

ジ

ェ
イ

ム
ズ

一
世

の

国

王
私

室

と

な

る
ダ

リ

ン
ト

ン

は
、

フ
ィ

レ

ン
ツ

ェ
に

お
け

る

「
過

去

の
自

由

」
と

「
現

在

の
範

」
の
対

照

を
指

摘

し

た

。

同
様

に
大
陸
旅
行
批
判
を
展
開

し
た
同
時
代

の
議
論
と
し
て
、

(
20
)

実
際
、

エ
リ
ザ

ベ
ス
の
破
門

(
一
五
七
〇
)
等

に
よ
り
カ
ト
リ

ッ
ク
と

の
緊
張
が
高
ま

っ
た

一
五
六
〇
年
代
末
以
降

か
ら
九
〇
年
代
初
め
ま
で
の
間
、
イ

タ
リ
ア

へ
の
旅
行
は
困
難

に
な

っ
た
。

た
と
え
ば

、
当
時
、
在

フ
ラ
ン
ス
大
使

の
随
員

で
あ

っ
た

ベ
イ

コ

ン
は

一
五

七

八
年

、

イ

タ
リ

ア
行

の
申

し

出

を

却

下

さ

れ

て

い
る

。

(
21
)

一
七
世

紀

の
大

陸
旅

行

に

つ

い
て

は

、
(渡
辺
義
雄
訳

『
べ
ー

コ
ン
随
想
集
』
岩
波
文
庫
、

一
九

八
三
年
、
八
五
-

六
頁

)．
翻
訳
は
渡
辺
訳
を
用

い
た
が
、

一
部
変
更
し
た
。

こ
の
ベ
イ

コ
ン
と
作
法
書

の
伝
統

に

つ
い
て
は
、
拙
著

『
顧
問
官

の
政
治
学
ー

フ
ラ
ン
シ
ス
・
ベ
イ

コ
ン
と

ル
ネ
サ
ン
ス
期
イ
ン
グ

ラ
ン

ド
』
木
鐸
社
、
二
〇
〇
三
年
。
と
く

に
第
五
章
参
照
。
な
お
、
こ
の
時
代

に
大
陸
旅
行
を
支
持
し
た
議
論

の
例

と
し

て
、

ま
た
、
同
時
代

の
旅
行
手
引
書
と
し
て
、

も

っ
と

も
、
パ

ル

マ
ー
は

、
イ

タ

リ

ア

で

は

と
腐
敗
が
混
在

し
て
い
る
こ
と
に
注
意
を
促

し
て
い
る
。

Sir 
R

obert 
D

allington, 
Survey of 

the G
reat 

D
ukes 

State of 
T

uscany 
(L

ondon, 
1605), p. 66. C

f. G
. B

. Parks,  `T
he D

ecline

and Fall 
of the 

E
nglish 

R
enaissance 

A
dm

iration 
of Italy', 

H
untington 

L
ibra)), 

Q
uarterly 

21 (1967-8) , pp. 341-57.

R
oger 

A
scham

, 
T

he Scholem
aster 

(L
ondon, 

1570) , fol. 26.

Ibid., 
fol. 

20.
R

ichard 
M

ulcaster, 
T

he E
ducational 

W
ritings 

of R
ichard

M
ulcaster 

(1532-1611), 
ed., Jam

es 
O

liphant 
(G

lasgow
, 

1903), pp. 73-7.

C
haney, 

T
he E

volution 
of the G

rand 
T

our, pp. 76-87.

L
isa 

Jardine 
and 

A
lan 

Stew
art, 

H
ostage 

to 
Fortune:

T
he 

T
roubled 

L
ife 

of 
Francis 

B
acon 

1561-1626 
(1998; L

ondon, 
1999), p. 63.

John 
Stoye, 

E
nglish 

T
ravellers 

A
broad 

1604-1667 
(1952; R

ev 
ed., N

ew
 

H
aven, 

1989);

G
. B

. 
Parks, 

`T
ravel 

as 
E

ducation', 
in 

R
. F. 

Jones 
et 

al., 
T

he 
Seventeenth 

C
entury: 

Studies 
in 

the 
H

istory 
of 

E
nglish 

T
hought 

and 
L

iterature 
from

 
B

acon 
to Pope 

(1951; Stanford, 
1965), pp. 264-90.

Francis 
B

acon, 
T

he E
ssayes 

or 
C

ounsels, 
C

ivill 
and 

M
orall, 

in 
T

he 
O

xford Francis 
B

acon, 
vol. 

15, ed., M
ichael 

K
iernan

(1985; O
xford, 

2000), pp. 
56-7

H
enry 

Peacham
, 

T
he 

C
om

pleat

G
entlem

an 
(L

ondon, 
1622), ch. 16.

our 
T

rauailes 
(L

ondon, 
1606) .

T
hom

as 
Palm

er, 
A

n 
E

ssay of the M
eanes 

how
 to m

ake

civility
Ibid.,

pp. 
42-5.

Stoye, 
E

nglish 
T

ravellers 
A

broad, 
pp. 9, 38, 164-6. 

E
dw

ard 
C

haney, 
T

he 
G

rand 
T

our 
and 

the G
reat 

R
ebellion 

(G
eneve, 

1985) . 

R
ichard 

L
assels, 

T
he 

V
oyage of 

Italy 
(Paris, 

1670), eivv - 

Ibid., 
a iijr - yr. 

M
id 

a vir



同
様

の
記
述
は
、

一
六
五

四
年
の

「
イ
タ
リ
ア
論
」
に
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

同

様

に
、

た
と

え

ば

ハ
ウ

エ
ル

に
よ

れ
ば

、

イ

ン
グ

ラ

ン
ド

は
島

国

で
あ

る

が

ゆ
え

に
、
旅

行

を

「も

っ
と

も
必

要

」

と
し

、

実
際

に

「多

く

の

も

の
を
獲
得
し
、
限
り
な
く
改
善

さ
れ
て
き
た
」

一
八
世
紀

の
大
陸
旅
行

に
つ
い
て
は
、

と

く

に
、

同

時

代
の
ジ

ェ
ン
ト

ル
マ
ン
教
育
論

と
の
関
連

に
つ
い
て
は
、

(35
)

ア
ダ

ム
・
ス
ミ

ス

『国

富
論

Ⅲ
』
、

大

河
内

一
男

監

訳

、
中

公

文

庫

、

一
九

七

八
年

、

=

二
一二
頁

(第

五

篇

第

一
章

第

三

節

第

二
項

)
。(服

部
知
文
訳

『教

育
に
関
す
る
考
察
』
岩
波
文
庫
、

一
九
六
七
年
、
三
二
七
、
三
三
〇
頁
)
.
底
本
を
異
に
す
る
岩
波
文
庫
版

で
は
、
2
1
5
が
2
1
4
に
訂
正
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
訳
文
は
原
則

と
し
て
服
部
訳

に
従

っ
た
が
、

一
部
変
更

し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

(37
)

近
年

に
お
け
る
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ
研
究
の
代
表
的
な
作

品
と
し
て
、

Ibid., 
a  iiijv.

Ibid., 
p. 

12.
L

assels, 
`D

escription 
of 

Italy', 
in 

C
haney, 

T
he

G
rand 

T
our, 

p. 
151.

E
dw

ard 
H

yde, 
E

arl 
of C

larendon, 
`A

 D
ialogue 

betw
een 

the sam
e 

Persons 
and a B

ishop, concerning 
E

ducation' 
(1751), in his

T
w

o D
ialogues: 

O
f 

the 
W

ant 
of R

espect 
due to A

ge and 
C

oncerning 
E

ducation, 
intro., 

M
. W

. B
row

nley 
(L

os A
ngeles, 

T
he 

A
ugustan 

R
eprint 

Society, 
1984) , p. 340.

Ibid.

Jam
es 

H
ow

ell, 
Instructions 

for 
Forreine 

T
ravell 

(L
ondon, 

1642) , pp. 9, 14.

Jerem
y 

B
lack, 

T
he 

G
rand 

T
our 

in 
the E

ighteenth 
C

entury 
(1992; Phoenix 

M
ill, 2003); W

.

E
. M

ead, 
T

he 
G

rand 
T

our 
in 

the E
ighteenth 

C
entury 

(1914; N
ew

 
Y

ork, 
1972); R

obert 
Shackleton, 

`T
he 

G
rand 

T
our 

in the

E
ighteenth 

C
entury', 

in L
. T

. M
ilic 

ed., T
he M

odernity 
of 

the E
ighteenth 

C
entury 

(C
leveland, 

1971), pp. 127-42.

G
. C

. B
rauer, 

Jr., 
T

he 
E

ducation 
of 

a 
G

entlem
an: 

T
heories 

of 
G

entlem
anly

E
ducation 

in E
ngland 

1660-1775 
(N

ew
 

H
aven, 

1959), ch. 6; M
ichele 

C
ohen, 

Fashioning 
M

asculinity: 
N

ational 
Identity 

and 

L
anguage 

in 
the E

ighteenth 
C

entury 
(L

ondon, 
1996) , ch. 4.

G
erald 

N
ew

m
an, 

T
he R

ise of E
nglish 

N
ationalism

: 
A

 C
ultural 

H
istory 

1740-1830 
(L

ondon, 
1987) , chs. 1-2; Jam

es 
B

uzard,
`T

he G
rand 

T
our 

and A
fter 

(1660-1840)', in Peter 
H

ulm
e 

and T
im

 
Y

oungs eds., T
he C

am
bridge 

C
om

panion 
to 

T
ravel 

W
riting 

(C
am

bridge, 
2002) , pp. 37-52, esp., p. 41.

John 
M

ilton, 
O

f 
E

ducation 
(1644), in C

om
plete Prose 

W
orks of John 

M
ilton, vol. 

2 (N
ew

 
H

aven, 
1959) , p. 414.

John 
L

ocke, 
Som

e 
T

houghts 
C

oncerning 
E

ducation, 
eds., J. W

. and J. S. Y
olton 

(O
xford, 

1989), pp. 262, 264

L
. E

. K
lein, 

Shaftesbury 
and 

the 
C

ulture 
of 

Politeness 
(C

am
bridge,

1994).

R
obert 

V
oitle, 

T
he 

T
hird 

E
arl 

of Shaftesbury 
1671-1713 

(B
aton 

R
ouge, 

1984), p. 18.



シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ

は

同
じ

書

簡

の
冒
頭

で
次

の
よ

う

に
述

べ
て

い
る
。

「
ロ

ッ
ク
殿

。
貴

方

は
、
知

っ
て

の
と

お

り
、

も
し
私
が
自
分

の
学
問

か
ら
ど
ん
な
形

で
あ
れ
有
益

で
、
貴
方

に
と

っ
て
無
用

で
は
な

い
と
思
え
る
事
柄
を
導
き
出

し
た
場
合
、
急
か
さ
れ
る
ま
で
も
な
く
、

必
ず
そ
れ
を

お
伝
え
す
る

(

で
あ
ろ
う

こ
と
は
、
お
そ
ら
く
充

分
に
お
分
か
り
か
と
存
じ
ま
す
」

な

お
、

一
般

に

と
呼
ば
れ
る
こ
の
草
稿

の
重
要
性

に
着
目
し
た
研

究
と
し
て
、
中
神
由
美
子

『実
践
と
し
て
の
政
治
、
ア
ー
ト
と
し
て
の
政
治
ー

ジ

ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
政
治
思
想

の
再
構
成
』
創
文
社
、
二
〇
〇
三
年
。

と
く
に
、

第

一
部
第
三
章
。

(54

)

一
八
世

紀

の
教

育

論

に

つ

い
て

は
、

・
安
川
哲
夫

『ジ

ェ
ン
ト

ル
マ
ン
と
近
代
教
育
ー

〈
学
校
教
育
〉

の

誕
生
ー
』
勁
草

書
房
、

一
九
九
五
年
。

ロ
ッ
ク
と
同
時
代
の
教
育
論
と
の
関
係

に
つ
い
て
は
、

ま
た
、

ロ
ッ
ク
に
お
け
る

「
社
交

の
世
界
」
の
存
在
を
指
摘

し
た
論
文
と
し
て
、
朝
倉
拓
郎

「
ロ
ッ
ク
倫
理
学

の

Shaftesbury, 
C

haracteristics 
of 

M
en, M

anners, 
O

pinions, 
T

im
es, ed., L

. E
. K

lein 
(C

am
bridge, 

1999), p. 48. 

Ibid., 
p. 31. 

Ibid., 
p. 33. 

Ibid., 
p. 31. 

K
lein, Shaftesbury, 

p. 65. 

V
oitle, 

T
he 

T
hird 

E
arl 

of  Shaftesbury, 
pp. 60-70. 

L
ocke, 

T
he 

C
orrespondence 

of John 
L

ocke, ed., E
. S. de B

eer, 
vol. 5 (O

xford, 
1979) , p. 124 

(L
etter 

1783) .

Ibid., pp. 150-1 
(L

etter 
1794).

(C
om

m
unicate)

(p. 150)°

Ibid., p. 153. 

Ibid., pp. 
150, 152. 

L
ocke, 

`O
f Study', 

in J. L
. A

xtell, 
T

he E
ducational 

W
ritings 

of John 
L

ocke 
(C

am
bridge, 

1968) , p. 406. 

L
ocke, 

`M
R

 L
ocke's 

E
xtem

pore 
A

dvice 
&

c. ', in L
ocke, 

Som
e 

T
houghts 

C
oncerning 

E
ducation, 

eds., J. W
. and J. S. Y

olton,

p. 
319.

Som
e 

T
houghts 

concerning 
R

eading 
and 

Study 
for 

a G
entlem

an

L
ocke, 

`M
R

 L
ocke's 

E
xtem

pore 
A

dvice 
&

c.', 
p. 

321. 

Ibid., 
pp. 

322-7. 

Ibid., 
p. 

325.

B
rauer, 

T
he E

ducation 
of a G

entlem
an.

A
xtell, 

T
he E

ducational 
W

ritings 
of John 

L
ocke,

pp. 
49-68; J. W

. and J. S. 
Y

olton, 
`Introduction', 

in idem
 

eds., L
ocke, 

Som
e 

T
houghts 

C
oncerning 

E
ducation, 

pp. 8-14; R
. C

. 

Stephens, 
`John L

ocke 
and 

the E
ducation 

of the 
G

entlem
an', 

R
esearches 

and 
Studies 

(T
he 

U
niversity 

of L
eeds 

Institute 
of

E
ducation) 

14 (1956) , pp. 67-75.



基
本
構
造
と

『政
治

の
世
界
』
」
、

『政
治
研
究
』

(九
州
大
学
政
治
研
究
会
)
、
第

五

一
号

(二
〇
〇

四
年
)
、
二
七
-
五
七
頁
。

(服

部

訳
、

二

二
九
頁

)
。

(服

部

訳
、

二

二
三

-
四
頁

)
・

(服
部
訳
、

二
二
八
頁
)
・
ま
た
、
中
神

『
実
践
と
し
て
の
政
治
』
第
三
部
第

二
章
、
と
く

に
二
二

一
頁
以
下
を
参
照
。

木
村

「宮
廷

か
ら
文
明
社
会

へ
」
。

た

と

え
ば

、

他

に
、
近
年

に
お
け
る

}研

究

の
高

ま

り
を

示

す
例

と
し

て
、

も

し

く

は

、

に
掲
載

の
諸
論
文

を
参
照
。

A
xtell, 

T
he 

E
ducational 

W
ritings 

of John 
L

ocke, pp. 66-8. 

O
badiah 

W
alker, 

O
f 

E
ducation 

(O
xford, 

1673; M
enston,  

1970)  , T
he 

Preface. 

Ibid., 
pp. 210-1, 209. 

Ibid., 
p. 211. 

Ibid., 
p. 212. 

Ibid., 
pp. 225-6.

L
ocke, 

Som
e 

T
houghts 

C
oncerning 

E
ducation, 

p. 203

Ibid., 
p. 

200 

Ibid., 
p. 

203

W
alker, 

O
f 

E
ducation, 

p. 192; G
ailhard, 

T
he 

C
om

pleat 
G

entlem
an 

(1678), vol 
2, pp. 6-7.

John 
B

rew
er, 

T
he 

Pleasures 
of 

the Im
agination: 

E
nglish 

C
ulture 

in 
the E

ighteenth 
C

entury

(L
ondon, 

1997) , ch. 1.

Joseph 
A

ddison, 
R

ichard 
Steele, 

and 
others, 

T
he 

Spectator, 
vol. 

1, eds., C
. G

. Sm
ith 

(L
ondon, 

E
verym

an's 
L

ibrary, 
1907;

1967) , pp. 361-2.

K
lein, `Politeness 

and the Interpretation 
of the B

ritish 
E

ighteenth 
C

entury', 
T

he H
istorical 

Journal 
45 (2002) , pp.

869-98.
G

. J. Schochet 
ed., 

Politics, 
Politeness, 

and 
Patriotism

 
(T

he

Folger 
Institute 

C
enter 

for 
the H

istory 
of B

ritish 
Political 

T
hought 

Proceedings, 
vol. 5, W

ashington, 
D

. C
., 1993) .

T
ransactions 

of 
the R

oyal 
H

istorical 
Society, 6th 

series, 
12 (2002)

T
he 

C
orrespondence 

of John 
L

ocke, vol. 
5, p. 124 (L

etter 
1783). 

P.R
.O

. 30/24/27/10, 
p. 134; B

enjam
in 

R
and, 

T
hird 

E
arl 

of 
Shaftesbury: 

L
ife, 

L
etters 

and 
Philosophical 

R
egim

en 
(L

ondon,

1900) , p. 189; K
lein, 

Shaftesbury, 
pp. 70-80.

Philip 
C

arter, 
M

en and 
the E

m
ergence 

of Polite Society, B
ritain 

1660-1800 
(H

arlow
, 

2001); N
ew

m
an, 

T
he R

ise of E
nglish

N
ationalism

, 
ch. 

6; 
L

eon 
G

uilham
et, 

T
he 

Sincere 
Ideal: 

Studies 
on 

Sincerity 
in 

E
ighteenth-C

entury 
E

nglish 
L

iterature 

(M
ontreal, 

1974) .



(
71
)

ル
ソ
ー

『
告
白

』

上

、

桑

原
武

夫

訳

、
岩

波

文

庫

、

一
九

六

五
年

、

一
六

五

頁

(第

一
部

第

三
巻

)
。

(
72

)

ル

ソ
ー

『
学
問

芸

術

論
』
、
前

川

貞

次

郎
訳

、

岩

波

文
庫

、

一
九

六

八
年

、

一
七
頁

。

(リ

ン
ダ

・
コ
リ

ー

『
イ
ギ

リ

ス
国

民

の
誕

生

』
川

北
稔

監

訳

、

名
古

屋
大

学

出

版
会

、

二
〇

〇

〇
年

)
．
と

く

に

支
配

層

の

「
イ

ギ

リ

ス
化

」

に

つ

い

て

は

、

も

っ
と

も
、

コ
リ

ー

の
対

象

は

「ブ

リ

テ

ン
」

で

あ

る

こ
と

に
注
意

し
な

け

れ
ば

な

ら

な

い
。

同
様
に
、

レ
イ
ノ

ル
ズ

は

一
七
七
六
年

の
講
演

で
次

の
よ
う
に
述

べ
た
。
「都
会
的

で
あ
る
こ
と
、
上
品
さ
、

は
、

あ

ら
ゆ
る
国
民

に
お
い
て
常

に
同
じ

で
あ

る
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ら
が
纏

わ
さ
れ
て

い
る

モ
ー
ド
が
異
な

り
続

け

て
い
る
の
で
あ
る
」。

こ
の
よ
う
に
、
「
文
明
の
作
法
」
を
め
ぐ
る
論
争
は
同
時

に

「
ジ

ェ
ン
ダ
ー

」
論

の
様
相
も
呈
し
て
い
た
。

メ

ア
リ

・
ウ

ル

ス
ト

ン
ク

ラ

フ
ト

の
議
論

は
、

こ

の
よ

う
な

文

脈

に
即

し

て
読

む

こ

と
が

で
き

る
。

N
ew

m
an, 

T
he R

ise of E
nglish 

N
ationalism

, 
chs. 4-8; L

inda C
olley, 

B
ritons: 

Forging 
the N

ation 
1707-1837 

(1992; L
ondon,

2003)

ch. 
4.

C
larendon,  

`A
 D

ialogue-concerning 
E

ducation', 
p. 336. 

B
rauer, 

T
he 

E
ducation 

of a G
entlem

an, 
pp. 137-9. 

W
alker, 

O
f 

E
ducation, 

p. 212. 

O
liver 

G
oldsm

ith, 
T

he 
C

itizen 
of 

the 
W

orld, 
in 

T
he 

M
iscellaneous 

W
orks 

of 
O

liver 
G

oldsm
ith, 

intro., 
D

avid 
M

asson

(L
ondon, 

1878) , p. 
148 

(L
etter 

X
X

X
IX

) 
.

C
hesterfield, 

T
he L

etters 
of Philip 

D
orm

er 
Stanhope 

4th E
arl 

of 
C

hesterfield, 
vol. 4, ed., B

onam
y 

D
obree 

(1932), p. 1428

(L
etter 

1669; 1749.11.3) .
civility

Sir 
Joshua

R
eynolds, 

D
iscourses 

on A
rt, 

ed., R
. R

. W
ark 

(1797; N
ew

 
H

aven, 
1997) , p. 134 (D

iscourse 
V

II).

M
ichele 

C
ohen, 

`T
he 

G
rand 

T
our:

C
onstructing 

the E
nglish 

G
entlem

an 
in E

ighteenth-C
entury 

France', 
H

istory 
of E

ducation 
21 (1992), 

pp. 241-57; `M
anliness, 

E
ffem

inacy 
and 

the French: 
G

ender 
and the 

C
onstruction 

of N
ational 

C
haracter 

in 
E

ighteenth-C
entury 

E
ngland', 

in T
im

 

H
itchcock 

and 
M

ichele 
C

ohen 
eds., 

E
nglish 

M
asculinities 

1660-1800 
(L

ondon, 
1999), 

pp. 
44-61; 

C
arter, 

M
en 

and 
the

E
m

ergence 
of 

Polite 
Society, 

ch. 
4.

M
ary

W
ollstonecraft, 

A
 

V
indication 

of 
the R

ights 
of M

en in idem
 A

 
V

indication 
of 

the R
ights 

of M
en and 

A
 

V
indication 

of 
the 

R
ights 

of 
W

om
an, ed., Sylvana 

T
om

aselli 
(C

am
bridge, 

1995) , esp., p. 64. 

  
N

ew
m

an, 
T

he 
R

ise of E
nglish 

N
ationalism

, 
ch. 4. 

  
C

aroline 
R

obbins, 
T

he 
E

ighteenth-C
entury 

C
om

m
onw

ealthm
an: 

Studies 
in 

the 
T

ransm
ission, 

D
evelopm

ent 
and 

C
ircum

-

stance 
of E

nglish 
L

iberal 
T

hought from
 

the R
estoration 

of 
C

harles 
II 

until 
the 

W
ar w

ith 
the 

T
hirteen 

C
olonies 

(C
am

bridge, 

M
assachusetts, 

1959) , ch. IV
.



な

お
、

ア

ル
ジ

ャ
ー

ノ

ン

・

シ
ド

ニ
ー

は

一
六

五

九
年

、
ス
ウ

ェ
ー
デ

ン
と

デ

ン

マ
ー

ク

に
派

遣

さ

れ

た
際

、
コ

ペ
ン

ハ
ー

ゲ

ン
で
次

の
よ

う

な
有

名

な

}
文
を

残

し

た

。
「
こ

の
手

は
暴

君

の
敵

な

り
。

自
由

の

も

と

で

の
静

か

な
平

和

を
望

む
」
。

モ
ー

ル
ズ

ワ

ー

ス
も

こ

の
挿

話

を

紹
介

し

て

い
る
。

モ
ー

ル
ズ
ワ
ー
ス
は

一
六
九

二
年

に
特
命
使
節
と
し
て
デ

ン
マ
ー
ク
に
派
遣
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
こ
で
の
彼

の
行
動
は
、
お
よ

そ

「
文
明

の
作
法
」
と
は
程
遠

い
も

の
で
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
彼
は

コ
ペ
ン

ハ
～
ゲ

ン
の
宮
廷
に

「
深
刻
な
危
害
を
加
え
、
突
如
と
し
て
、
退
出
に
必
要

な
通
常
の
儀
礼
的
な
手
続
き
を

せ
ず

に
デ
ン
マ
ー
ク
を
去

っ
た
」
。
さ
ら
に
、
彼

に
批
判
的
な
人
物

に
よ
れ
ば
、
「
モ
ー

ル
ズ
ワ
ー
ス
は
国
王
の
御
猟
場
で
禁

じ
ら
れ
て

い
る
狩
猟
を
し
た
り
、
王
家

の
馬
車

の
み
に
許
さ
れ
る
道
路
を
通
行

す
る
な
ど
、
不
遜
極
ま
り
な
く
、
デ

ン

マ
ー
ク
流

の
礼
節
を
踏

み
に
じ

っ
た
」

の
で
あ
る

ハ
ー
ド

の
経

歴

に

つ

い
て

は
、

以

下

、

ハ
ー
ド

の
著

作

か

ら

の
引

用

は
、

す

べ

て

の

『道
徳

・
政
治
対
話
集
』
は

】
七
五
九
年
の
初
版

か
ら
八
八
年
ま
で
に
六
版

二

七
五
九
、
六
〇
、
六
五
、
七

一
、
七
六
、
八
八
)
を
数
え
た
。
ダ
ブ

リ

ン
版

(六
〇
)
、
独
訳

(七
五
)
も
あ
る
。
他
方
、
同

じ
時
期

に

『騎
士
道
と

ロ
マ
ン
ス
に
関
す
る
書
簡
』
は
二

つ
の
版

(六
二
、

六
二
)
と
ダ
ブ
リ

ン
版

(六

二
)
、

『外
国
旅
行

に

つ
い
て
の
対
話
』
も
同
じ
く
二

つ
の
版

(六
四
、
六
四
)
と
ダ
ブ
リ

ン
版

(六
四
)
が
出
版
さ
れ
た
。
両
作
品

と
も

に
、
六
五
年
か
ら

は

『対
話
集
』
の
な
か
に
収
録
さ
れ
た
。
『
外
国
旅
行

に
つ
い
て
の
対
話
』
に
は
仏
訳

(六
五
、
六
五
)
と
独
訳

(六
五
、
七
七
)
も
あ
る
。
以
上

の
書
誌
情

報

に

つ
い

て
は

、

R
obert 

M
olesw

orth, 
A

n A
ccount 

of D
enm

ark, 
as It 

w
as in 

the Y
ear 1692 

(L
ondon,  1694)  , p. 238.

Jonathan 
Scott, 

A
lgernon 

Sidney 
and 

the 
E

nglish 
R

epublic, 
1623-1677

(C
am

bridge, 
1988) , p. 133.

M
olesw

orth, 
A

n 
A

ccount 
of D

enm
ark, 

C
3`-4'".

Ibid., 
A

5". 

Ibid., 
B

3". 

Ibid., 
C

3'. 

Ibid., 
A

7". 

Ibid., 
C

3r-v. 

Ibid., 
A

6".

Ibid., 
C

3'.

(D
N

B
 

13: 568) ° C
f. R

obbins, 
T

he 
E

ighteenth-C
entury 

C
om

m
onw

ealthm
an, 

p. 92.

Sarah 
B

rew
er, 

`B
iography', 

in idem
 ed., T

he E
arly 

L
etters 

of B
ishop R

ichard 
H

urd, 
1739-1762

(B
ury 

St E
dm

unds, 
C

hurch 
of E

ngland 
R

ecord 
Society, 

1995), pp. x-xix.
' R

ichard 
H

urd
, 

M
oral 

and 
Political 

D
ialogues 

w
ith 

L
etters 

on 
C

hivalry 
and

R
om

ance, 
3 vols. 

(L
ondon, 

3rd ed., 1765; Farnborough, 
1972)

D
. D

. E
ddy, A

 B
ibliography 

of R
ichard 

H
urd 

(N
ew

 C
astle, 

D
elaw

are, 
1999)

Shaftesbury, 
C

haracteristics, 
pp. 

403-5.



(
93
)

こ

う

し

て
、

と

く

に

一
八

世
紀

後

半

以

降

、

「
イ

ン
グ

ラ

ン

ド
」
独

自

の

「
作

法

」
の
在

り
方

が
議

論

さ
れ

る

よ

う

に
な

る

。

「
ジ

ェ
ン
ト

ル

マ
ン
」
の
再

定
義

と

も
連

動

し

た
作

法

の
再

編

に

つ
い
て

は
、

た

と
え

ば

、
川

北

稔

「
イ

ギ

リ

ス
風

マ
ナ

ー

の
自

立
ー

『
イ
ギ

リ

ス
人
』
ら
し

さ

の
成
立

」
、
指

昭
博

編

『「
イ

ギ

リ

ス
」
で
あ

る

こ

と
ー

ア

イ
デ

ン

テ

イ
テ

イ
探

求

の
歴
史

』
刀
水

書

房

、

一
九
九

九

年

、

一
〇

一
-

一
七
頁

。

フ

ィ
リ

ッ
プ

・
メ
イ

ソ

ン

『英

国

の
紳

士

』
、

金

谷

展
雄

訳

、

晶
文

社

、

一
九

九

一
年

。

ま

た
、

こ

の
よ

う

な
講

論

の
展

開

を

、

イ

ン
グ

ラ

ン

ド

の

「
非

社

交

性

」

と
関

連

付

け

た
論

文

と

し

て
、

(
94
)

ウ

ォ
リ

ン

『政

治

学

批

判
』
、

千

葉

眞

他

訳
、

み
す
ず

書

房

、

一
九

八

八
年

、

五

頁
。

(95
)

ジ

ャ

コ
バ

イ

ト
鎮

圧

後

の
国

内

旅

行
ブ

ー

ム
、

湖

水
地

方

や

ア

ル
プ

ス

な
ど

の

「
景

観

」
の
発

見
、

ワ

ー
テ

ル

ロ
ー

の
戦

場

巡

り
、

ト

マ
ス

・
ク

ッ
ク

な

ど
の
旅
行
業
者

の
登
場
は
そ
の

一
例

で
あ
る
。

タ
ウ
ナ
ー
は
、

こ
の
よ
う
な
中
産
階
級

に
よ
る
家
族
旅
行

へ
の
変
化
を
指
摘

し
、
「
古
典
的

グ

ラ

ン
ド

・
ツ

ア
ー

」

と

対

比

さ

せ

て
、

そ

れ
を

「
ロ

マ
ン
主

義

的
グ

ラ

ン
ド

・
ツ
ア

ー
」

と
呼

ん

だ
。

(
コ
リ

ー

『イ

ギ

リ

ス
国

民

の
誕
生

』
)
・
ま
た

、

国
民

意

識

の
起

源

を

中

世

に

ま
で
遡
ら
せ
、
そ
の

「
発
明
」

で
は
な
く

「発
展
」
を
強
調
す
る
議
論
も
あ
る
。

(98
)

カ

ン
ト

『美

と
崇

高

の
感

情

に

か
ん

す

る
観

察

』
、
久

保

光

志

訳

(『
カ

ン
ト

全
集

2

前

期
批

判

論

集

11

』
岩

波

書

店

、

二
〇

〇

〇
年

所

収

)
、

三

七

三

頁

。

た
だ

し

、

こ
れ

は
も

ち
ろ

ん

、
イ

ン
グ

ラ

ン
ド

へ
の
旅

行

経
験

が

な

い
ど

こ

ろ

か
、
ケ

ー

ニ
ヒ

ス

ベ

ル
ク

か
ら

三

〇

マ
イ

ル
以

上

外

に
出

な

か

っ
た

カ

ン

ト

に
よ

る
、

「
ス

テ

レ
オ

タ

イ

プ
」
の

一
例

で
あ

ろ
う

。
し

か

し
、

デ

モ
ク

ラ

シ
ー

と

ナ

シ

ョ
ナ

リ

ズ

ム
が

と

も

に
、

一
般

的

に
、

こ
の

よ
う

な

ス
テ

レ
オ

タ
イ

プ

の
動

員

を

不

可
欠

と

す
る

こ
と

も

ま
た

疑

い
な

い
。

(99
)

も

っ
と
も
、

こ
れ
は
作
法
そ
れ
自
体

の
喪
失
を
必
ず
し
も
意
味

し
な

い
。
と
く
に

一
九
世
紀

に
お
い
て
は
、
作
法
を
意
味
す
る
語
彙
と
し
て
、
新

た
に

と
い
う
言
葉

が
加
わ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
過
程
に
お
い
て
、
作
法
は

い
わ
ば

マ
ニ
ュ
ア
ル
化
さ
れ
、
そ
の
対
象
は
中
産
階
層
以
下
に
も
拡

が
り
、
と
く

に
「家
庭
」
と
「
女
性
」
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

一
九
世
紀
に
お
け
る
作
法
の
変
質

に
つ
い
て
は
、

サ
ミ

ュ

エ
ル

・
ス

マ
イ

ル
ズ

の

は
、
新
た
な

時
代

に
お
け
る
、
こ
の
よ
う
な
作
法
の
国
民

的
な
再
編

の
過
程

に
お
い
て
解
釈
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
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た
だ
し
、
イ

ン
グ
ラ
ン
ド

の
場
合
、

と
く

に
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
に

つ
い
て
は
重
要
な
留
保

が
必
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
「
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
の
定
義

の
難
し
さ
は
も
と
よ
り
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は

「ブ
リ
テ
ン
」
と
い
う
複
合

国
家

の

一
部
で
あ
り
、
同
時

に
ま
た
、
世
界

に
植
民
地
を
有
す
る

「
帝
国
」
で
あ

っ

た

か
ら
で
あ
る
。
と
く
に
、
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
は

「大
ブ
リ
テ
ン
帝
国
」
の
中
心
で
あ

っ
た
が
た
め
に
、
逆
説
的

に
、
他

の
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
な
ど
と
比
べ
て

国
民
意
識

が
伝
統
的
に
希
薄

で
あ

っ
た
、

と
い
う
議
論
が
あ
る
。

ま
た
、

こ
の
よ
う
な

「
帝
国
」
化

に
伴

い
、
今
度

は
イ

ン
グ

ラ
ン
ド
み
ず

か
ら
が

「
文
明
」

の
担

い
手
を
標
榜
す
る
よ
う

に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
文
脈

に
お
い
て

「
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
化
」
さ
れ
た

の
、
と
く

に
第

二
次
世
界
大
戦
後

に
お
け
る
最
後

の
表
明
を
し
た
人
物

の

一
人
が
、
お
そ
ら
く
ア
ー
ネ
ス
ト
・
パ
ー
カ
ー
で
あ
ろ
う
。

こ
の
パ
ー
カ
ー
の
政

治
思
想
を

「
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
」
意
識
の
観
点

か
ら
分
析
し
た
研
究

と
し
て
、
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究
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よ
る
研
究
成
果

の

一
部

で
あ
る
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